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三春大神宮

広報みはる
スマートフォンへ
配信中！

今、　花ひらく小さな城下町　三春今、　花ひらく小さな城下町　三春



　
11
月
３
日
、
三
春
交
流
館
「
ま

ほ
ら
」
に
お
い
て
、
三
春
町
各
種

功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
町
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
特
別
功
労

表
彰
２
件
、
功
労
表
彰
７
件
、
顕

彰
表
彰
２
件
、
感
謝
状
５
件
、
ま

ち
づ
く
り
賞
８
件
、
建
築
賞
４
件

で
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

〔
功
績
〕
町
立
桜
中
学
校
か
ら
県

立
田
村
高
等
学
校
進
学
と
同
時
に

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
を

始
め
た
。
日
本
大
学
に
進
学
後
も

国
内
ト
ッ
プ
選
手
と
し
て
実
績
を

重
ね
た
。

　

令
和
３
年
開
催
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
２
０
２
０
大
会
に
お
い
て

は
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
男

子
67
㎏
級
に
初
出
場
し
、
第
７
位

入
賞
を
果
た
さ
れ
た
。

2
広報みはる
令和３年12月号

〔
功
績
〕
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
令

和
３
年
３
月
ま
で
１
期
４
年
に
わ

た
り
、
三
春
町
監
査
委
員
と
し
て

在
任
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
平

成
26
年
３
月
ま
で
大
町
区
長
、
平

成
22
年
12
月
か
ら
平
成
28
年
11
月

ま
で
民
生
児
童
委
員
を
務
め
ら

れ
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
寄

与
し
た
。

〔
功
績
〕
昭
和
40
年
よ
り
家
業
の
葬

祭
業
に
従
事
し
、
現
在
も
事
業
を

継
続
し
て
い
る
傍
ら
、（
株
）
三

春
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
役
員
を
務

め
、
公
社
の
運
営
お
よ
び
事
業
の

発
展
に
努
め
、
地
域
経
済
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
。

〔
功
績
〕
三
春
中
学
校
２
年
生
か

ら
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
競
技
を
始
め
、

平
成
30
年
の
時
に
史
上
最
年
少
の

16
歳
で
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
、

世
界
選
手
権
で
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

さ
ら
に
、
令
和
３
年
開
催
の
東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
大

会
に
初
出
場
し
、
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
さ
れ
た
。

〔
功
績
〕
平
成
19
年
12
月
か
ら
平
成

31
年
３
月
ま
で
の
間
に
、
三
春
町

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
三
春
町

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

お
よ
び
三
春
町
健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会
委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
。

特
別
功
労
表
彰

功
労
表
彰

近内三孝さん
（東京都世田谷区）

橋本勝也
（下舞木）

佐藤信子さん
（庄司）

特別功労表彰を受賞された皆さん

村上　弘
（大町）

内藤　忠さん
（荒町）

ほ
ら
」
に
お
い
て
、
三
春
三
春
町
各
町
各
種種

11
月
３
日
、
日
、
三
春
交
流
館
「
ま



〔
功
績
〕
平
成
27
年
７
月
か
ら
令

和
３
年
６
月
ま
で
三
春
町
交
通
教

育
専
門
員
と
し
て
在
任
さ
れ
た
ほ

か
、
平
成
17
年
か
ら
10
年
間
に
わ

た
り
交
通
安
全
協
会
三
春
町
連
合

会
岩
江
分
会
分
会
長
お
よ
び
副
分

会
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、
地
域
の

交
通
安
全
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
。

〔
功
績
〕
昭
和
53
年
か
ら
農
業
に
従

事
し
、
葉
た
ば
こ
の
生
産
お
よ
び

水
稲
を
耕
作
し
て
い
る
。
科
学
的

な
分
析
に
基
づ
く
土
壌
改
良
や
機

械
導
入
を
積
極
的
に
進
め
、
質
の

高
い
葉
た
ば
こ
を
生
産
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
三
春
町
認
定
農
業
者

協
議
会
の
役
員
や
農
業
委
員
に
在

任
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
農
業
振

興
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

後
進
職
人
へ
の
技
術
指
導
を
行
っ

て
お
り
、
地
域
産
業
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
た
。

〔
功
績
〕
平
成
17
年
４
月
か
ら
平

成
24
年
３
月
ま
で
三
春
町
体
育
指

導
員
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
令
和

３
年
３
月
ま
で
三
春
町
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
と
し
て
在
任
し
、
町
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
。

〔
功
績
〕
平
成
17
年
４
月
か
ら
平

成
24
年
３
月
ま
で
三
春
町
体
育
指

導
員
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
令
和

３
年
３
月
ま
で
三
春
町
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
と
し
て
在
任
し
、
町
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
。

3
広報みはる
令和３年 12月号

〔
功
績
〕
昭
和
47
年
４
月
よ
り
建

築
板
金
事
業
「
笹
島
板
金
工
業
」

を
創
業
し
、
長
期
・
安
定
的
な
従

業
員
雇
用
で
後
進
技
能
者
の
育
成

に
尽
力
し
て
事
業
を
継
続
し
て
い

る
。

　

平
成
９
年
か
ら
は
郡
山
高
等
職

業
能
力
開
発
校
の
建
築
板
金
科
指

導
員
に
就
任
し
、
現
在
ま
で
訓
練

指
導
に
尽
力
し
、
後
継
者
の
育
成

お
よ
び
業
界
の
技
術
向
上
に
寄
与

さ
れ
た
。

〔
功
績
〕
昭
和
32
年
か
ら
建
築
業

に
従
事
し
、
昭
和
40
年
に
自
ら
工

務
店
を
設
立
、
そ
の
後
、
平
成
４

年
か
ら
宮
大
工
職
人
と
し
て
活
動

し
、
そ
の
卓
越
し
た
技
法
は
文
化

財
の
保
護
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
。

　

80
歳
と
な
っ
た
現
在
も
、
現
場

で
組
み
上
げ
作
業
を
す
る
ほ
か
、

顕
彰
表
彰

功労表彰を受賞された皆さん

笹島　孝さん
（鷹巣）

荒木光一さん
（上舞木）

　 清江さん　　影山明夫さん
（狐田）

戸松嘉明さん
（平沢）

佐藤　久さん
（八幡町）

高田善男さん
（下舞木）



さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン

柴
原
汁
の
会
（
柴
原
）

〔
功
績
〕
柴
原
地
区
の
住
民
で
構
成

す
る
柴
原
汁
の
会
は
、
平
成
10
年

か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
さ
く
ら
湖
マ

ラ
ソ
ン
大
会
に
て
、
参
加
者
に
「
三

春
汁
」
を
20
年
以
上
継
続
し
て
提

供
し
て
き
た
。
会
員
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
１
，７
０
０
食
を
調
理
し
、

大
会
に
協
力
し
て
い
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
さ
く
ら
湖

マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
、
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

Ｎ
Ｏ
Ｋ
フ
ガ
ク
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
株
式
会
社
東
北
工
場

（
熊
耳
）

〔
功
績
〕
昭
和
60
年
か
ら
年
数
回

の
町
献
血
事
業
に
継
続
し
て
協
力

し
、
献
血
実
施
日
に
は
社
員
に
対

し
、
積
極
的
な
献
血
実
施
を
促
し

て
お
り
、
社
員
の
意
識
向
上
に
努

め
て
い
る
。
長
年
に
わ
た
り
、
町

献
血
事
業
に
貢
献
さ
れ
た
。

三
春
工
業
株
式
会
社
（
深
作
）

〔
功
績
〕
平
成
７
年
か
ら
年
数
回

の
町
献
血
事
業
に
継
続
し
て
協
力

し
、
献
血
実
施
日
に
は
社
員
に
対

し
、
積
極
的
な
献
血
実
施
を
促
し

て
お
り
、
社
員
の
意
識
向
上
に
努

め
て
い
る
。
長
年
に
わ
た
り
、
町

献
血
事
業
に
貢
献
さ
れ
た
。

4
広報みはる
令和３年12月号

三
春
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
八
島
台
）

〔
功
績
〕
平
成
28
年
か
ら
三
春
町
立

小
学
校
に
対
し
、
継
続
的
に
備
品

の
寄
贈
を
す
る
な
ど
学
校
教
育
の

環
境
整
備
に
貢
献
さ
れ
、
児
童
の

学
習
効
果
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
。

日
本
化
学
工
業
株
式
会
社

福
島
第
二
工
場
（
天
王
前
）

〔
功
績
〕
平
成
７
年
か
ら
年
数
回

の
町
献
血
事
業
に
継
続
し
て
協
力

し
、
献
血
実
施
日
に
は
社
員
に
対

し
、
積
極
的
な
献
血
実
施
を
促
し

て
お
り
、
社
員
の
意
識
向
上
に
努

め
て
い
る
。
長
年
に
わ
た
り
、
町

献
血
事
業
に
貢
献
さ
れ
た
。

感
謝
状

顕彰表彰を受賞された皆さん



高
木
神
社

　
　

子
ど
も
夢
み
こ
し
会

（
沢
石
）

〔
功
績
〕
平
成
元
年
か
ら
30
年
以

上
に
わ
た
り
、
子
ど
も
の
人
数
が

減
少
し
、
担
ぎ
手
が
少
な
い
な

か
で
も
、
地
域
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
お
よ
び
地
域
住
民
が
協
力

し
、
神
輿
行
事
が
継
続
さ
れ
て
き

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
も
地
域
の

行
事
や
伝
統
を
受
け
継
ぐ
こ
と
を

よ
く
理
解
し
、
積
極
的
に
活
動
す

る
こ
と
で
、
実
沢
地
区
内
の
地
域

伝
統
芸
能
の
継
承
と
融
和
が
図
ら

れ
て
お
り
、
青
少
年
健
全
育
成
に

貢
献
し
て
い
る
。

青
少
年
活
動
の
部

5
広報みはる
令和３年 12月号

実
沢
３
区
（
沢
石
）

〔
功
績
〕
30
年
以
上
の
長
期
に
わ
た

り
、
県
道
本
宮
常
葉
線
の
花
壇
に

花
を
植
え
環
境
美
化
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
こ
の
取

り
組
み
は
、
地
域
全
体
で
行
う
活

動
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
地
域
の

環
境
美
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

御
祭
４
区
集
落
（
御
木
沢
）

〔
功
績
〕
平
成
12
年
の
発
足
以
来
、

水
路
整
備
な
ど
の
農
地
の
維
持
管

理
と
合
わ
せ
て
、
ひ
ま
わ
り
な
ど

の
景
観
作
物
の
栽
培
を
通
し
て
地

域
の
環
境
美
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、環
境
美
化
の
み
で
な
く
、

あ
じ
さ
い
に
よ
る
花
文
字
や
お
盆

迎
え
火
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
り

地
域
に
活
気
を
与
え
て
い
る
。

岩
江
ま
ち
づ
く
り
協
会（

岩
江
）

〔
功
績
〕
10
年
以
上
に
わ
た
り
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
回
収
を

実
施
し
て
い
る
。

　

岩
江
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委

員
会
と
連
携
す
る
な
ど
、
岩
江
地

区
全
体
で
回
収
活
動
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
資
源
回
収
を
通
じ
て
社

会
貢
献
を
行
っ
て
い
る
。

感謝状を贈呈された皆さん

環
境
美
化
の
部

環
境
活
動
の
部

自
治
活
動
の
部



千
葉
英
吉
さ
ん
（
中
妻
）

〔
功
績
〕
平
成
18
年
か
ら
15
年
以

上
に
わ
た
り
、
中
妻
地
区
敬
老
会

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
音
響
機
器

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
さ

れ
、
参
加
者
が
気
持
ち
よ
く
演
奏

を
聴
け
る
環
境
を
提
供
し
た
。

地
域
の
道
路
や
土
手
の
草
刈
り
を

継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
愛

護
活
動
を
通
し
た
子
ど
も
た
ち
の

地
域
の
見
守
り
活
動
は
、
地
域
の

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。

市
川
幸
正
さ
ん
（
要
田
）

〔
功
績
〕
４
期
８
年
に
わ
た
り
、
要

田
ま
ち
づ
く
り
協
会
事
務
局
長
、

お
よ
び
要
田
交
流
館
大
平
荘
の
館

長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。
在
職
中

は
、
町
と
地
区
の
調
整
役
と
し
て
、

地
区
住
民
の
声
を
聞
き
、
各
種
会

議
・
事
業
等
が
円
滑
に
進
む
た
め

に
尽
力
さ
れ
た
。

6
広報みはる
令和３年12月号

岩
江
３
Ｂ
サ
ー
ク
ル
（
岩
江
）

〔
功
績
〕
平
成
12
年
月
に
発
足
し
、

３
Ｂ
体
操
を
通
し
て
、
健
康
寿
命

を
伸
ば
し
、
人
に
頼
ら
ず
に
、
い

つ
も
元
気
に
自
分
の
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
目
標
に
活
動
し
て
い

る
。
今
後
、
高
齢
化
が
進
む
な
か

で
、
地
域
住
民
が
助
け
合
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
関
と
連
携
し
た
日
常

生
活
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
は
、

地
域
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
る
。渡

辺
吉
治
さ
ん
（
三
春
）

〔
功
績
〕
平
成
19
年
か
ら
10
年
以

上
に
わ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

健
康
づ
く
り
の
部

個
人
活
動
の
部

▼問　総務課　庶務グループ　☎ 62 - 2111　FAX61-1110

まちづくり賞を受賞された皆さん



7
広報みはる
令和３年 12月号

▼問　建築課　建築グループ　☎ 62 - 2113

第25回三春町建築賞表彰

最優秀賞
佐久間邸（実沢）

建築主　佐久間　伊一
設計者　結建築研究室
施工者　有限会社サワケン住宅
眺望を楽しめる広いデッキ、履替えなしに人を招き入
れる薪ストーブの土間、リビング・ダイニングが連続し、
開放的で豊かな空間が目指すスローライフを可能にし
ています。

特別部門賞「景観部門」
七田邸（南町）

建築主　七田　亮二
設計者　美里建築設計事務所
施工者　株式会社みなみ建設
中心街にある空家を基の価値を生かしながら改修し、
緑化帯を設けることで役場と向かい合う道路景観を維
持しています。

特別部門賞「住宅部門」
高屋敷邸（斎藤）

建築主　高屋敷　秀夫
設計者　MUNAKATA
施工者　株式会社宗形工務店
４世代がいつも楽しく集まる場として、祖母の空間の
独立性や水回りとの近接に配慮しつつ団らんに参加で
きるように一体感のある空間としています。

特別部門賞「リフォーム部門」
遠藤邸（富沢）

建築主　遠藤　幸重
設計者　有限会社サワケン住宅
施工者　有限会社サワケン住宅
築 180 年という古民家の玄関・居間・台所を要求に応
えた居心地よい場とし、隠されていた大梁などを現し
にして新築では望めない空間を実現しています。

　建築賞へ９点の応募があり、10 月４日～５日の

２日間にわたり、学識経験者や建築関係団体、女性

団体からなる選考委員会（長澤悟委員長）にて書類

審査、動画審査が行われ、11 月３日に入賞作品の

表彰式を執り行いました。



活動日時 ▼毎週月曜日（コロナ対策）
①午前 10時 30分から　②午前 11時から（各 30分）

三春町「通いの場（サロン）」をご紹介します
地域の支え合い活動（生活支援体制整備事業）等を通じて、シニア世代による住民
主体の活動が盛んとなっています。特に、介護予防運動や茶話会等といった「通い
の場（サロン）」が続々と誕生していますので、今月と来月の２回に分けてご紹介し
ます。

活動場所 ▼

三春町保健センター
活動内容 ▼

保健センターでの身体
活動と近在ウォークを通
して歴史・文化を知る
対象者 ▼要件なし
参加費 ▼無料

活動日時 ▼第１・３木曜日　午前 9時 30分から

三春健康サークル

活動場所 ▼

一本松集会所
活動内容 ▼

百歳体操、スクエアス
テップ
対象者 ▼要件なし
参加費 ▼無料

活動日時 ▼毎月第１・３月曜日　午後 1時 30分から

一本松ふれあいサロン

活動場所 ▼荒町公会堂
（荒町アイリス７名で担当）
活動内容 ▼百歳体操を主に
音楽リクリエーション・語りべ・
歌ったり体操・骨盤底筋トレー
ニング・紙芝居・口腔体操
対象者 ▼要件なし
参加費 ▼無料

活動日時 ▼毎週月曜日　午後 1時 30分から

あらまち元気サロン

活動場所 ▼

深田和集会所
活動内容 ▼

百歳体操、茶話会
対象者 ▼要件なし
参加費 ▼無料

活動日時 ▼毎週月曜日　午後 1時 30分から

深田和ひまわり会

活動場所 ▼新町字事務所
活動内容 ▼

地域包括支援員の方の
お話、手芸、百歳体操、
スクエアステップなど
対象者 ▼要件なし
参加費 ▼無料

活動日時 ▼毎月第３木曜日 午前の部10時から（手芸等）
午後の部1時から（百歳体操、スクエアステップ）

かたり場会

活動場所 ▼

桜ヶ丘集会所
活動内容 ▼

百歳体操・フリートーク
（ひとり５分程度）・漬物
などの講話
対象者 ▼要件なし
参加費 ▼無料

活動日時 ▼第２・4金曜日　午前 10時から

かたり場桜ヶ丘

活動場所 ▼

八島台集会所
活動内容 ▼

百歳体操・かみかみ体操
対象者 ▼八島会員
参加費 ▼無料

活動日時 ▼第１・３月曜日　午前 10時から

八　島　会

活動場所 ▼

沢石５区集会所
活動内容 ▼

百歳体操、お茶会
対象者 ▼5 区女性
参加費 ▼無料

活動日時 ▼毎週水曜日 午前9時30分（第3水曜） 午後1時から（第3水曜以外）

５区サロン ひいらぎ

活動場所 ▼駅前サロン
活動内容 ▼

百歳体操
対象者 ▼要件なし
参加費 ▼無料

平沢さくらの会

活動場所 ▼

七草木集会所
活動内容 ▼

百歳体操・かみかみ体
操・歌・談話・ＤＶＤ等
対象者 ▼要件なし
参加費 ▼有料

活動日時 ▼毎週土曜日　午前 9時 30分から

七草木健康クラブ

活動場所 ▼

下舞木大字集会所
活動内容 ▼高知県発行Ｄ
ＶＤを活用し、百歳体操＆
かみかみ体操およびリー
ダー講話や軽体操（脳トレ）
対象者 ▼要件なし
参加費 ▼無料

活動日時 ▼毎週木曜日　午後 1時 30分から

岩江まちづくり協会（百歳体操）

活動場所 ▼

岩江センター
活動内容 ▼認知症予防
の勉強会、ゲストティー
チャーとして岩江幼稚
園・小学校へ訪問指導
対象者 ▼要件なし
参加費 ▼有料

活動日時 ▼第１・３火曜日　午前 10時から

岩江元気か～い

活動場所 ▼
山田集会所
活動内容 ▼

百歳体操、スクエアス
テップ
対象者 ▼要件なし
参加費 ▼無料

活動日時 ▼毎月第３土曜日　午前 10時から

皆んなで頑張ろう会

活動場所 ▼

斎藤集会所
活動内容 ▼

百歳体操など
対象者 ▼要件なし
参加費 ▼無料

活動日時 ▼毎月第 2・4火曜日　午後 1時 30分から

斎藤にこにこサロン

活動場所 ▼

中郷交流館
活動内容 ▼

スクエアステップ教室
（リーダー指導による教
室）
対象者 ▼要件なし
参加費 ▼無料

活動日時 ▼第１・３水曜日　午前 10時から

中郷スクエアステップ

活動場所 ▼

みはる交流館「まほら」和室
活動内容 ▼

体操（運動）、趣味活動
対象者 ▼要件なし
参加費 ▼無料

活動日時 ▼毎月第２・４木曜日　午前 10時から

北町いきいきサロン

▼問　生活支援コーディネーター（社会福祉協議会）　　  ☎62-8586
　　　　　　　　　　　　　　　介護保険グループ　　　☎62-3166
　　　　　　　　　　　　　　　地域ケア推進グループ　☎62-5110 広報みはる
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活動日時 ▼毎週月曜日（コロナ対策）
①午前 10時 30分から　②午前 11時から（各 30分）
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地域の支え合い活動（生活支援体制整備事業）等を通じて、シニア世代による住民
主体の活動が盛んとなっています。特に、介護予防運動や茶話会等といった「通い
の場（サロン）」が続々と誕生していますので、今月と来月の２回に分けてご紹介し
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対象者 ▼要件なし
参加費 ▼無料

活動日時 ▼第１・３木曜日　午前 9時 30分から

三春健康サークル

活動場所 ▼

一本松集会所
活動内容 ▼

百歳体操、スクエアス
テップ
対象者 ▼要件なし
参加費 ▼無料

活動日時 ▼毎月第１・３月曜日　午後 1時 30分から

一本松ふれあいサロン
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活動内容 ▼百歳体操を主に
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桜ヶ丘集会所
活動内容 ▼

百歳体操・フリートーク
（ひとり５分程度）・漬物
などの講話
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参加費 ▼無料

活動日時 ▼第２・4金曜日　午前 10時から

かたり場桜ヶ丘

活動場所 ▼
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対象者 ▼要件なし
参加費 ▼有料
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皆んなで頑張ろう会
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斎藤集会所
活動内容 ▼

百歳体操など
対象者 ▼要件なし
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斎藤にこにこサロン
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（リーダー指導による教
室）
対象者 ▼要件なし
参加費 ▼無料
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中郷スクエアステップ
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　　　　　　　　　　　　　　　介護保険グループ　　　☎62-3166
　　　　　　　　　　　　　　　地域ケア推進グループ　☎62-5110広報みはる
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▼問　生涯学習課　社会体育グループ　☎ 62 - 3837
三春町選手団

第 33回ふくしま駅伝 総合13位・町の部6位
5時間18分59秒

　第８回市町村対抗福島県ソフトボール大会が相馬市の相馬

光陽ソフトボール場で開催され、三春町チームは10月24日の

２回戦から出場しました。

　矢吹町チームと対戦し、健闘の末３対９で敗退しました。

　三春町チームへのご声援ありがとうございました。また、

三春町選手団の皆さんお疲れさまでした。

試合のようす
▼問　生涯学習課　社会体育グループ　☎ 62-3837

三春町選手団のみなさん

第８回市町村対抗福島県ソフトボール大会
三春町チームの結果について

　第 33回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会（ふくしま駅伝）は、11月 21日に県内市町村から 50チームが参加
して行われ、白熱したレースが展開されました。
　今大会は、2年ぶりに白河市から福島市の 16区間 95.0 ｋｍのコースで開催されました。
　三春町チームは、目標としていた町の部 3位入賞とはなりませんでしたが、総合成績 13位・町の部 6位という
成績を収めました。レースでは、4区の田村高校 3年・太田翔空選手が町の部区間賞を獲得する力走を見せ、三春
町チームに大きな感動を与えてくれました。
　また、同日にふくしま駅伝三春町選手団の解団式が行われました。式では、永年の大会出場および大会にご協力を
いただいた、三春中学校教員・橋本徹さん、田村高等学校教員・佐藤修一さん、田村高校２年・佐久間珀亜選手に坂
本町長から感謝状と記念品を贈呈しました。
　今年の大会は新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、沿道での応援はできませんでしたが、選手たちは
町民の皆さんからの支援や応援を背に襷を繋ぎ、最後まで精一杯の走りを見せてくれました。
　選手の皆さん、本当にお疲れさまでした。また、町民皆さんの応援ありがとうございました。
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　三春町では国の方針による追加接種に向けて準備を進めており、12 月から医療従事者等の接種を始める予定
です。
　新型コロナワクチンの３回目接種を受けられる方は、２回目の接種を終了した日から、原則８か月以上経過した方
となりますが、接種は強制ではありません。
　詳細については、広報みはるや町ホームページ、町公式ＬＩＮＥ等で順次お知らせします。

▼問　新型コロナウイルス感染症対策本部　　　　　　　
　　　総務課　文書情報グループ　　　　　☎ 62-8125
　　　保健福祉課　地域ケア推進グループ　☎ 62-5110

　10月 31日に、衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査が町内 17の投票所において行われました。
　三春町における投票率（小選挙区）は、63.95％（男 64.09％　女 63.80％）で県内 59市町村中 35番目でした。
なお、各投票所における投票率は次のとおりです。４年前の衆議院議員総選挙と比較すると投票率が 3.07 ポイン
ト上がりました。
　開票は、同日午後９時から三春町民体育館で行われました。結果については次のとおりです。
※各投票所の投票者数の中には、期日前投票をした方（３,311 人）が含まれています。

新型コロナワクチン追加接種のお知らせ

第49回衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査
が行われました

【三春町に転入した方へ】
　三春町に転入する前に他市町村で１回目・２回目の接種を受けた場合は、接種券等の
発行に手続きが必要となります。
　手続きについては、町ホームページをご確認ください。

裁判官名
深 山 卓 也
岡 正 晶
宇 賀 克 也
堺 　 徹
林 道 晴
岡 村 和 美
三 浦 　 守
草 野 耕 一
渡邉惠理子
安 浪 亮 介
長 嶺 安 政

三 春 町 役 場
八 幡 町 公 民 館
三春町民第２体育館
八 島 台 集 会 所
中 郷 地 区 交 流 館
貝 山 集 会 所
狐 田 集 会 所
蛇 石 集 会 所
旧要田中学校交流施設

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17

411
345
393
348
393
380
373
372
329
317
355

8,547
8,613
8,565
8,610
8,565
8,578
8,585
8,586
8,629
8,641
8,603

罷免を可とする投票の数 罷免を可としない投票の数得票数
上杉　けんたろう
げんば　光一郎

2,746
6,372

衆議院福島県小選挙区選出議員選挙

投票区別投票率（小選挙区）

政　党　名 得票数

当日有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（％） 当日有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（％）投票区 投票区

社会民主党
立憲民主党
日本共産党
自由民主党
日本維新の会
国民民主党
れいわ新選組
公明党
ＮＨＫと裁判してる党弁護士法７２条違反で

278.000
2,691.262
451.000
3,369.000
397.000
393.737
342.000
869.000
106.000

衆議院福島県比例代表選挙

最高裁判所裁判官国民審査

北 成 田 公 会 堂
沢 石 会 館
御木沢地区公民館
駅 前 集 会 所
鷹 巣 公 民 館
斎藤地区集会所
岩江小学校体育館
下舞木南部集会所

計

1,298
1,087
1,233
1,564
381
332
317
178
669

865
754
765
1,035
272
231
231
129
420

66.64
69.37
62.04
66.18
71.39
69.58
72.87
72.47
62.78

199
981
621
666
488
495
3,219
695

14,423

136
661
409
414
301
315
1,887
398
9,223

68.34
67.38
65.86
62.16
61.68
63.64
58.62
57.27
63.95

町HP
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　新春恒例の「三春だるま市」を開催します。
　詳しい内容等については広報みはる 1月号でお知らせします。
　・日　時　　令和 4年 1月 16日（日）午前 10時～午後４時
　・場　所　　大町おまつり道路

○令和４年希望の一文字を当てよう！
　毎年行われる特大だるまへの「希望の一文字」の書き入れ。
平成 22年から平成 28年まで選ばれた一文字を用い「根を発し、
地を興す破竹の生」という七言の一句が完成しました。
　新たな七言の句が平成 29年の「夢」から始まり、平成 30年は「醒」、平成 31年は「遇」、令和 2年は「翁」、
令和 3年は「香」です。これに続く「希望の一文字」を予想してください。
　（ヒント：この文字の部首は、「はらいぼう」と言います。）
　・応募方法　　応募用紙に予想する「希望の一文字」を書き入れ、FAXまたは郵送でお送りいただくか、
　　　　　　　　（株）三春まちづくり公社観光部へ持参してください。
　　　　　　　　詳しくは、「Find ！三春」ホームページをご確認ください。
　・応募締切　　令和 4年 1月 9 日（日）
　・発表方法　　令和 4年 1月 16日（日）の三春だるま市で発表します。
　　　　　　　　応募者の中から抽選で 8名様に「希望の一文字」入りだるまをプレゼントします。

▼応募先・問　〒963-7751 三春町字北町10　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　（株）三春まちづくり公社　観光部　☎ 62-3690　FAX 62-3698

令和４年三春だるま市について

令和３年度青少年健全育成標語が決定しました
　11月 10日に三春町青少年問題協議会内で青少年健全育成標語コンクール審査会を開催しました。
　町内各中学校から97点の標語が寄せられ、12名の生徒のみなさんの作品が選ばれました。入選作品と入選者は、
次のとおりです。

【入選作品】（入選者名・学校名）※敬称略

　入選作品は、令和 4年１月から１年間にわたり毎月１作品ずつ「広報みはる」に掲載します。
▼問　生涯学習課　生涯学習グループ　☎ 62-3837

三春中学校（8作品）

岩江中学校（４作品）

No. 青少年健全育成標語 氏　　名 学　　年
1
2
3
4
5
6
7
8

No.
1
2
3
4

やさしさは　またやさしさを　連れてくる
あいさつは　絆を紡ぐ　強き糸
みな望む　明るい未来　三春町
花ひらく　笑顔のあいさつ　近所から
あいさつで　マスクの下にも　浮かぶ笑み
あいさつで　広がる笑顔　地域の輪
大丈夫　振り向けばほら　友がいる
一言で　笑顔いっぱい　「ありがとう」

３年
３年
３年
２年
２年
１年
１年
１年

橋本　　翔
阿部愛夢美
村田　煌矢
木村　もえ
伊藤　大起
石塚　文也
小野寺佳音
丸山　来春

青少年健全育成標語 氏　　名 学　　年
「大丈夫？」　その一言で　救われる
ちょっとまて　そのかきこみは　だいじょうぶ？
大事にしよう　スマートフォンより　家族と会話
いってらっしゃい　君を待ってる　人がいる

１年
１年
１年
１年

深澤　真司
酒井　南海
黒田　悠斗
熊田　怜央

Find! 三春
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町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News
　町民の皆さんが開催するサロンなどに三春病院の専門スタッフが出張して健康講座や医療・健康に
関するご相談をお受けします。金額・時間等ご相談ください。

専門スタッフがお伺いします

☎ ☎

☎ 﨑

オレンジカフェ☆さくら　（毎月1回木曜日開催）
　認知症の方やそのご家族、地域の方の交流の場です。
　健康な生活のためのミニ講座や頭と体の健康体操を行っていますので、ぜひご参加ください。
▶　会場：三春町保健センター　参加費（お茶・お菓子代）：100 円
▶　日時：12月 2日（木）　午前 10時～ 11時 30分
▶　内容：健康体操、健康講座「お薬を飲み続けることの大切さ」

※当日参加も受付けています。
※医療・介護・福祉に関するご相談に専門スタッフが対応します。
※新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、中止や変更となる場合があり
　ますので、三春病院ホームページをご覧ください。

▼問・申込　☎ 73-8180（総合相談課）

三春病院の受付前待合室にて、健康に関する様々な情報を
ご案内しています♪　ぜひ、ご活用ください。

健康啓発情報をご案内しています

健康啓発情報コーナー
　・管理栄養士特製健康レシピ
　・乳がん啓発ピンクリボンコーナー
　・ヘルスサポートレター（リハビリテーション科情報）
　・認知症関連情報
　　　※健康に関する様々な冊子やチラシを置いています

お手伝いできること（一例）
　○「食」に関する健康教室・料理教室 　○ お薬やワクチンに関する相談
　○ 健診や検査に関する相談   　○ 腰痛予防・転倒防止体操
　○ 心不全に関する講座   　○ 人生会議（ACP）のご案内
　○ 認知症予防講座    　○ 認知症支援・かかわり方　など

お手お手

※1月からは会場が変わります
三春町役場
2階　桜ホール
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久
間
拓
斗
（
船
引

中
出
身
）
が
、
福

岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

ホ
ー
ク
ス
よ
り
育

成
枠
の
８
位
で
指

名
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
か
ら
、
４
人
目
の
プ

ロ
野
球
選
手
の
誕
生
と
な
り
ま
す
。
高
卒
と

し
て
は
、
初
の
指
名
と
な
り
ま
し
た
。
本
校

野
球
部
の
歴
史
に
、
ま
た
新
し
い
歴
史
が
刻

ま
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
感
じ
る
と
共
に
、
こ

れ
も
偏
に
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
、
ご
声
援

の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
プ
ロ
へ
の
道
の
り
は
、
さ
ら
に
厳
し
い

も
の
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
後
の
彼
の
成
長

に
ご
声
援
を
賜
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
何

卒
ご
支
援
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

９
月
30
日
の
５
・
６
校
時
に
、１
学
年
の
「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 

Ｖ
Ｉ
Ｂ
０
代
表
の
渡
部
友
紀
様
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

渡
部
様
は
郡
山
市
喜
久
田
に
あ
る
有
限
会

社
ラ
・
ビ
ー
タ
に
お
勤
め
の
傍
ら
で
、
三
春

町
内
鷹
巣
地
区
で
森
づ
く
り
や
里
山
改
善
活

動
に
携
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
「
落
ち
葉
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
や
「
バ
イ
オ
ト

イ
レ
」
そ
し
て
「
マ
ウ
ン
ド
作
り
」
な
ど
、
初

め
て
耳
に
す
る
言
葉
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た

し
て
活
動
終
了
後
の
達
成
感
。
こ
の
日
の
活
動

を
と
お
し
て
見
え
て
き
た
も
の
や
感
じ
た
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

い
つ
も
以
上
に
生
徒
が
頼
も
し
く
見
え
た
、

そ
ん
な
一
日
で
し
た
。

　

10
月
３
日
、
ふ
く
し
ま
高
校
生
社
会
活
動
コ

ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
、
予
選
審
査
を
通
過
し

た
県
内
12
団
体
に
よ
る
本
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
参
加
と
な
る
本
校
か
ら
は
志
賀
小
春
さ
ん

（
３
年
２
組
）、
松
崎
滉
平
さ
ん
（
３
年
４

組
）、
奥
山
海
翔
さ
ん
（
３
年
５
組
）
の
３
名

が
学
校
代
表
と
し
て
参
加
し
、
４
月
に
行
わ

れ
た
「
滝
桜
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
つ
い
て

発
表
し
ま
し
た
。

　

本
選
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な
り
、
参

加
団
体
は
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
活
か
し
な

が
ら
、
調
査
や
研
究
内
容
、
こ
れ
か
ら
の
展

望
と
課
題
等
に
つ
い
て
述
べ
、
個
性
豊
か
な
発

想
に
も
と
づ
い
た
発
表
が
続
き
ま
し
た
。

　

本
校
の
３
名
も
、
息
の
合
っ
た
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
立
派
に
発
表
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
校
は
社
会
貢
献
賞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

が
、
渡
部
様
の
お
話
は
た
い
へ
ん
わ
か
り
や
す

く
、
身
近
な
自
然
環
境
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て

見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
各
ゼ
ミ
に
分
か
れ

て
専
門
的
な
活
動
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
す
。

　

10
月
12
日
、
２
学
年
の
「
総
合
的
な
探
究
の

時
間
」
に
町
内
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
福
島
中
央
テ
レ
ビ
で
毎
週
月
曜

日
に
放
送
さ
れ
て
い
る
「
ゴ
ジ
て
れ
Ｃ
ｈ
ｕ
！
」

の
「
ブ
ン
ケ
ン
歩
い
て
ゴ
ミ
拾
い
」
で
知
ら
れ
る

鈴
木
文
健
氏
（
以
下 

ブ
ン
ケ
ン
さ
ん
）
を
お
招

き
し
、
出
発
前
に
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
ブ
ン
ケ

ン
さ
ん
の
興
味
深
い
話
や
ゴ
ミ
拾
い
に
対
す

る
思
い
が
生
徒
の
心
に
火
を
点
し
、
や
る
気

ス
イ
ッ
チ
も
一
気
に
オ
ン
に
し
て
く
れ
た
よ

う
で
す
。
参
加
生
徒
は
ゴ
ミ
袋
を
片
手
に
Ｊ

Ｒ
三
春
駅
方
面
や
八
島
台
方
面
へ
、
各
班
そ

れ
ぞ
れ
の
目
的
地
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
体

育
科
の
生
徒
は
バ
ス
で
さ
く
ら
湖
へ
向
か

い
、
ブ
ン
ケ
ン
さ
ん
も
さ
く
ら
湖
コ
ー
ス
に

同
行
し
ま
し
た
。

　

ブ
ン
ケ
ン
さ
ん
は
、「
ゴ
ミ
は
拾
っ
た
だ

け
町
は
き
れ
い
に
な
る
、
町
が
き
れ
い
に
な

れ
ば
県
が
、
そ
し
て
国
が
き
れ
い
に
な
り
世

界
が
き
れ
い
に
な
れ
ば
、
平
和
で
素
晴
ら
し

い
世
界
が
実
現
す
る
」
そ
う
い
う
意
味
で
ゴ

ミ
は
「
希
望
の
か
け
ら
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

大
量
の
ゴ
ミ
を
前
に
し
た
驚
き
や
憤
り
、
そ

　

10
月
11
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
登
山
実
習
が

行
わ
れ
、体
育
科
の
三
年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
磐
梯
山
に
登
頂
し
天
候
に
も
恵
ま
れ

３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
満
喫
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
夜
は
宿
泊
先
の
裏
磐
梯
レ
イ
ク

リ
ゾ
ー
ト
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
南
里
様
か
ら

講
習
を
い
た
だ
き
、
裏
磐
梯
の
歴
史
や
魅
力
に

つ
い
て
あ
ら
た
め
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
悪
天
候
に
よ
り
急
遽
、
雄
国

沼
湿
原
に
ル
ー
ト
を
変
更
し
ま
し
た
。
冷
た
い

雨
の
降
る
中
、
悪
路
に
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
湿

原
一
帯
は
秋
雨
で
静
寂
に
包
ま
れ
、
自
然
が
織

り
な
す
見
事
な
紅
葉
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
実
習
で
あ
ら
た
め
て
郷
土
福
島
県
の

魅
力
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
自
然

の
恩
恵
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
苦
楽
を
共
に
し
、

寝
食
を
同
じ
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
友
情
も
更

に
深
ま
り
、
想
い
出
深

い
実
習
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
度
重
な

る
延
期
や
予
定
変
更
を

余
技
な
く
さ
れ
、
実
施

が
難
し
い
状
況
に
も
関
わ

ら
ず
ご
理
解
を
い
た
だ
い

た
保
護
者
の
方
々
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
新
人
選
手
選
択
会
議
「
プ
ロ

野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議 

」
が
10
月
11
日
、
東
京

都
内
で
開
催
さ
れ
、
本
校
体
育
科
３
年
の
佐

☎

◆
登
山
実
習

◆
佐
久
間
拓
人
君　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

　
ホ
ー
ク
ス　
育
成
８
位
指
名
！

◆
講
演
会
「
や
っ
て
み
よ
う
！

　
〜
誰
か
の
た
め
に
、で
き
る
こ
と
、

　
し
た
い
こ
と
」
を
開
催
し
ま
し
た

◆
三
春
町
内
の
清
掃
活
動
を
行

　
い
ま
し
た

◆
社
会
貢
献
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
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☎

☎

研究の現場を見てみよう！

コミュタン福島　12月イベント情報
◆4日（土）・5日（日）　　　 　ペーパークイリングにチャレンジしよう！
　　　　　　　　　　　　　　　　理科自由研究発表会 at コミュタン福島
◆11日（土）・12日（日）　　　はずむシャボン玉であそぼう！
※12月11日（土）は点検のため、午前中を休館とし、午後1時から開館します。
◆18日（土）・19日（日）　　　水がきれいになる仕組みを学ぼう
　　　　　　　　　　　　　　　　色が変わる不思議なハーブティの秘密！！
◆24日（金）・25日（土）・26（日）　ＤＮＡを取り出してみよう！
☆コミュタンにお手紙を書こう！
　・コミュタンへ手紙を出せるポストが出現！　12月1日（水）～令和4年2月13日（日）
☆令和３年度冬季企画展　「日本列島大分析　元素で見る『地球化学図』」
　in コミュタン福島　12月14日（火）～1月16日（日）
☆クイズラリー inコミュタン福島
　・クイズに答えて三春町の特産品を当てよう！　12月18日（土）～令和4年2月17日（木）
◆環境創造シアター国立科学博物館番組上映　恐竜の世界、人類の旅（土日祝日、冬休みは毎日上映！）
※　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、急遽イベントを中止することがあります。
　　詳しくはホームページ上（https://com-fukushima.jp/）で周知させていただきます。

　　　　　福島県環境創造センターで行っている研究内容について紹介します。
　　　　　今回は国立環境研究所福島地域協働研究拠点で行っている研究内容について紹介します。

　今年の 4月から三春町で勤務し始めました。例年ですと出張で各地を飛び回っていますが、三春で過ごす時間
が長くなっています。三春駅からの通勤バスから眺める街並み、木 、々田畑の生育が三春への愛着を育んでくれています。
地域に根差した研究を目指す私にとって大切な時間です。
　そんな私の研究テーマは 2050 年の未来に向けた脱炭素、
　SDGs、地域循環共生圏の実現です。地域の未来のために「今」
できる対策の実現に向け、人々の声に耳を傾け、データと分析
で根拠を示す研究をしています。例えば、暮らしとのつながり
では、食べ残しを減らす、薪などで暖をとる、節水型のトイレ
に変える、電気自動車に買い替えるなどの行動を改善すること
による温室効果ガスの削減効果などを評価します。さらに、視
野を広げて地域の街並み、交通、廃棄物、木材利用・エネルギー
の仕組みを変える具体策を提案しています。より良い地域を未
来の世代に引き継ぐために、日々研究に励んでいます。

○ 30 年後の地域の未来のために「今」できること

◎ 研究者
　国立研究開発法人国立環境研究所　福島地域協働研究拠点
　地域環境創生研究室　大西　悟

　秋ですね。地元産の栗ごはんと梨が食卓にならぶと気持ちがほころびます。春に
滝桜を初体験してまだ半年。先日は、秋の五色沼を散策しました。これから福島の
四季を感じて暮らすのが楽しみです。

地域の対策を練っている様子
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このコーナーでは、最近行われた
行事や三春ならではのアツい話題
などをピックアップしてお伝えし
ています。

　三春町民図書館では、役場多目的スペース等にて、７月から全５回の「朗読講習会」を開催しました。講師に「NPO法人

富岡町３.11を語る会」代表の青木淑子氏をお迎えし、新型コロナウイルス感染症予防対策を行いながら実施しました。

　読む人や聞く人それぞれの立場での、声を出すことや音読の効果などを学び、詩や『枕草子』といった古典を声に出して

読んだり、詩を合唱のように合わせて朗読する「群

読」を体験しました。14名の受講者は、朗読の

奥深さを学びながら、声を出して読む楽しさを味

わいました。

　最終回では、講座の成果発表会として、朗読

劇「ねこはしる」を演じました。ご参加いただ

いた皆様、ありがとうございました。

　10月 26日から 31日まで、三春町民図書館では「図書館フェスティバル 2021」を開催しました。

　古本リユース市、秋の図書館福袋、特別おはなし会といったさまざまなイベントを行い、たくさんの方にお越し

いただきました。おはなし会では、図書館ボラ

ンティアや職員による、大きな本の読み聞かせ

やストーリーテリング・エプロンシアター、か

みしばいなどを上演しました。出演者の演じる

おはなしの世界を、参加した子どもたちと一

緒に、大人にも楽しんでいただきました。

「朗読講習会」終了しました

図書館フェスティバルを開催しました

　10月24日に佐藤秀徳 三春中学校吹奏楽部 田村高等学校吹奏楽部ジョイ

ントコンサートを開催しました。当日はたくさんの方にご来場いただき、佐藤さ

ん、中学生・高校生の素敵な音色がまほらホールに響き渡りました。

　本番に向けて指揮者の馬場憲衛さんや佐藤さんに指導していただき、練習

を重ねるごとに両校の生徒がみるみる上達していく様子が見られました。また、

高校生が中学生に教える場面もあり、学校の垣根を越えた大変意義深いコン

サートとなりました。

コンサートのようす

特別おはなし会のようす おすすめ貸出本を詰めた図書館福袋

ジョイントコンサートを開催しました
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　10月16日から11月７日まで三春交流館「まほら」にて令和３年度三春町
文化祭を開催しました。今年度から新たに参加した団体もいくつかあり、コ
ロナ禍前には及ばずとも賑やかな文化祭になりました。今回参加いただいた
団体は、まほらなどで定期的に活動していますので、興味を持たれた方はぜ
ひご参加ください。
　参加された団体の方のご協力および皆さまのご来場ありがとうございました。

▼問　生涯学習課　生涯学習グループ　☎ 62-3837

　10 月 23 日、岩江センターにて令和３年度第 16 回岩江地区文化祭を
開催しました。昨年は新型コロナウイルス感染症の影響により中止とな
りましたが、今年度は総数 400 点もの展示や上舞木御神楽講保存会によ
る神楽の演舞などを行いました。

▼問　岩江まちづくり協会　☎ 024-942-0092

令和３年度三春町文化祭を開催しました

岩江地区文化祭を開催しました

　10 月 28 日、三春交流館「まほら」ホールにて公益財団法人さわやか
福祉財団岡野貴代様をお招きし、講演会「みんなで支え合うまちづくり」
を開催しました。
　講演では、『人生100 年時代では、若い人が高齢者を支えることが難しく、
年齢に関係なく「おたがいさま」で、出来る人が出来ることで支え合うという発
想を、子どもから高齢者までが持つことが必要』とのお話がありました。
　また、生活支援コーディネーターの神山様と草野様より活動の報告や住民主
体のサロン活動など身近な支え合いの事例紹介が行われました。
　三春町では、顔なじみの関係から生まれる「おたがいさま」を、町内に数多
く広げていきたいと考えています。
　地域のために何かしたい、何ができるか考えたいという町民の方と共に支え
合いを進めていきますので、お気軽にご相談ください。

▼問　生活支援コーディネーター（町社会福祉協議会） ☎ 62-8586
　　　保健福祉課　地域ケア推進グループ　　　　　　☎ 62-5110
　　　　　　　　　介護保険グループ　　　　　　　　☎ 62-3166

講演会「みんなで支え合うまちづくり」を開催しました

育児サークル“わいわい広場”でハロウィンパーティーをしました

　10月28日、育児サークル“わいわい広場”にてハロウィンパーティー

が開かれ、９組の親子が参加しました。子どもたちはそれぞれ仮装を

して、みんなで英語の歌を歌ったり、宝ひろいをしたり、ハロウィン

の雰囲気を味わいながら楽しむことができました。

　12 月９日（木）には、クリスマス会を予定しています。参加する

には事前申込みが必要となりますので、興味のある方は子育て支援セ

ンターまでお問い合わせください。おうちで育児をしている親子さん

の参加をお待ちしています。

＜わいわい広場について＞

※活動メンバーを随時募集しています！

▼問　子育て支援課　子育て支援センター　☎ 62-0555

活動日
毎月第２・第４
木曜日

午前10時
～正午

岩江センター
（岩江小学校体育館隣）

時　間 場　所
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　多年にわたり、地域の安心安全のために積極的に取り組んだとして、榎本

英基さんが県防犯協会連合会長・県警察本部長連名表彰の防犯功労者として

表彰され、11月５日に三春町役場にて受賞報告が行われました。

　榎本さんは、三春町消防団本部分団長や田村地区防犯指導隊員としても地

域の防火・防犯活動に尽力され、その功績が認められ表彰されたものです。

　受賞おめでとうございます。

　※写真は、三春町役場での報告の様子。

榎本英基さん、県防犯協会連合会長・県警察本部長連名表彰で表彰状

第 71回社会を明るくする運動　第 13回田村地区作文コンテスト表彰式

　田村地区内の小中学生が「社会を明るくする」ことをテーマに経験や感想を文章にまとめ、伝える「第 13回田

村地区作文コンテスト」の表彰式が 10 月 28 日に小野町勤労青少年ホールにて開催されました。表彰式では、

表彰と審査委員長の講評、来賓祝辞に引き続き、入賞者それぞれの作品の朗読が行われました。

　入賞された方は次のとおりです。

【小学校の部】
　最優秀賞　船引小学校　６年　小針 美香「あなたが向き合っているものは…」

　　優秀賞　沢石小学校　６年　飛田 倖菜「いじめをなくす大切な一歩」

　　優秀賞　芦沢小学校　６年　渡邉 結里「ポイ捨てって犯罪？」

【中学校の部】
　最優秀賞　三春中学校　　３年　渡邊 皓哉「寄り添う力」

　　優秀賞　船引中学校　　２年　三瓶 朋華「小さな種」

　　優秀賞　船引南中学校　３年　吉田 遙菜「カレーの色は何色か」

　伊藤源六さん（平沢）が11月10日に満100 歳を迎えられ、自宅にて賀寿贈呈

式が行われました。

　伊藤さんには、福島県より知事賀寿と会津塗り木杯、三春町から賀寿と祝金、三

春町老人クラブ連合会から祝金が贈られました。

　伊藤さんは、長寿の家系で、今でも庭の植木の手入れを自分でしており、好きな

ことを好きなようにやってきたことと、規則正しい生活で自分のことは自分でやって

いることが、長寿の秘訣だそうです。

　伊藤さんの益々のご長寿をお祈りします。

▼問　保健福祉課　福祉グループ　☎ 62-3166

伊藤源六さん百歳賀寿おめでとうございます
い   とう げん ろく

左　榎本英基さん

　11月 19 日、小野高校家庭クラブに所属する三春町にお住まいの

橋本みなみさんが三春町役場を訪れ、「第 10回ご当地！絶品うまい

もん甲子園」の全国大会への出場報告をしました。小野高校は９月

に「あげイン！福島のき棒」で、全国大会への切符を手にしました。

全国大会は 11月 27日、東京で開催されました。

小野高校家庭クラブが「第 10回ご当地！絶品うまいもん甲子園」全国大会に出場します
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主 な 施 設 の 休 館 日
▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

延　長　業　務
▶

▶

三春交流館運営協会自主事業

　日本フィルによるニューイヤーコンサートは 2014 年と 2016 年に実施して
以来、久しぶりの開催となります。また、日本フィルでは三春町出身の山田智
樹さんもチェロ奏者として活躍されており、本公演にも出演されます。どうぞ
ご期待ください。

◯開催日時　令和 4年 1月 10日（月・祝）　午後 3時開演（午後 2時開場）
◯前売り券　全席指定　一般 5,000 円　高校生以下 2,000 円
※当日券は 500 円増となります。前売券完売の場合、当日券はございません。

　９月 12日に開催しました「小山実稚恵ピアノリサイタル」にご来場いただ
いたお客様の感想を一部ご紹介させていただきます。

 ・このコロナ禍、開催していただいた事に感謝いたします。このような有名
　な方が、この三春の地に来ていただいて、貴重なピアノを聴くことが出来、
　大変に心にうるおいをもらう事が出来ました。
 ・久しぶりに生の演奏を聴いてとても感動しました。
 ・本当に素晴らしかったです。子どもたちにも本物を体験させることができま
　した。
 ・ご本人もおっしゃっていたように、ピアノとホールの相性がよく、繊細な音
　からダイナミックな音まで良く聴こえました。
 ・プロの演奏を聴いたのは初めてでしたが、とても感動しました！また、ぜひ
　来たいです！
 ・一昨年来てとても良かったのでまた来たいと思った。係りの方もとても親切
　で丁寧なご対応で気持ちが良いです。

▼問　三春交流館「まほら」　☎ 62 - 3837

三春滝ザクラ天然記念物指定100年記念事業
コミュニティ助成事業
「まほら」ニューイヤーコンサート2022
演奏：日本フィルハーモニー交響楽団　指揮：坂入健司郎

自然観察ステーション 12月のイベント情報

☎

※星を見る会については、冬季（12月～ 3月）は休業となります。
※参加を希望される方は実施日の1週間前までにお申し込みください。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、各イベントは中止となる場合が
　ございますので、詳細はお問い合わせください。

　クリスマスキャンドルなどを作ります。
▶ 日　　時　 12月 18日（土）　午前9時 30分～正午
▶ 集合場所　 ステーション研修室
▶ 参 加 費　 300 円

★ ロウソクを作ろう（事前申込制）

プログラム … 耳に馴染みのある名曲ばかりです！
　●モーツァルト：アイネ・クライネ・ナハトムジーク K.525
　● J.S. バッハ：G線上のアリア
　●パッヘルベル：カノン
　●寺原伸夫：日本民謡による組曲
　　五木の子守唄／沖縄の遊び唄／広島地方の手まり唄

・・・休憩・・・
　●モーツァルト：交響曲第 40番ト短調 K.550
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M-NAVI 交流館NEWS
12月のイベント情報

▼問　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX62-4727

舞台装置のプロが作る歌と踊りのすばらしいステージをお
楽しみください。

午後1時50分～7時20分
まほらホール

自由席　入場無料

ハッピー愛ランドたむら就職相談会　　　　　　 　　　　　　　　　 【社会福祉法人北信福祉会:024-552-2466】

12月／
12日（日）

午後1時30分～午後3時30分
小ホール
入場無料

今年３月、船引町に開所した特別養護老人ホームの就職相談
会です。介護員・看護師募集中！事前予約不要、時間内出入り
自由です。

知って安心！事例から学ぶ成年後見制度　　　 　　　　　 　　　　　　　　【三春交流館「まほら」:62-3837】

18日（土）

12月／
19日（日）

午前10時～11時30分
まほらホール　入場無料

まほらミュージックプロジェクト第5弾事業　　　　　　　　　　　　　　　　  【三春交流館「まほら」:62-3837】
「真灯かなた　GO-GOジャズオーケストラクリスマスコンサート」

認知症高齢者などの生活を支援する「成年後見制度」に関す
る講演会です。皆さまの参加をお待ちしております。

磐州市「年末市」　　　 　　　　　 　　　　　　　　　　　　 【三春磐州市実行委員会（橋本紀子）:62-5757】
12月／
28日（火）

午前11時～午後1時
交流広場 年末年始に必要なものの売り出しです。

12月／
11日（土）

12月／
4日（土）

開演：午後6時から（開場：午後5時30分）
まほらホール

自由席　入場無料

午前9時30分～午後3時30分
まほらホール
自由席　1,000円

元宝塚歌劇団の真灯かなたさんと三春町で活動されている
GO-GOジャズオーケストラによるコンサートを行います。

MIHARU歌.踊.ライブ2021　　　　　　　　　　　  　　   　　  【三春歌踊り愛好会 宍戸：024-942-8135】

SDHダンススタジオ発表会。ステージよりコロナに負けない
パワーと勇気を発信します。ゲストパフォーマンスをお楽しみに!!

SDHスタジオダンスヘッド発表会「Future」 　　　　　 【STUDIO DANCE HEAD 槙原:070-6671-2513】

まほらミュージックプロジェクト事業第５弾
「真灯かなた　GO-GOジャズオーケストラ

クリスマスコンサート」開催
　12月 11 日（土）に元宝塚歌劇団の真灯かなたさんと三春町で活動されてい
るゴーゴージャズオーケストラによるコンサートを行います。元タカラジェン
ヌの華麗なる歌声と地元バンドの奏でる演奏で、少し早い特別なクリスマスを
過ごしてみてはいかがでしょうか。

○開催日時　12 月 11 日（土）
　　　　　　開演：午後 6時（開場：午後 5時 30分）
○会　　場　三春交流館「まほら」まほらホール
○入 場 料　無料
○座　　席　全席自由席
○その他
　ご来場希望の方は、電話（62-3837）／ＦＡＸ（62-4727）／メール (koryukan@town.miharu.fukushima.jp) の
　いずれかで三春交流館「まほら」まで氏名・連絡先をお知らせください。

▼問　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX62-4727

曲目（プログラムは変更となる場合があります）
第１部　真灯かなた
　恋人たちのクリスマス、ザ　クリスマスソング
第２部　GO-GOジャズオーケストラ
　Take The "A"Train、L-O-V-E
第３部　真灯かなた・GO-GOジャズオーケストラ
　コラボによる特別曲をお楽しみください。

メール
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〈町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026〉
対　象行　事 日　時 場　所

12月14日（火）　午前11時～11時30分絵本とわらべ唄 乳幼児と保護者、妊婦 町民図書館

　※今後の新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により変更になる場合があります。

図書館・児童生活センター・子育て支援センター・子育て支援課の今月の行事をお知らせします

〈児童生活センター　☎ 62-8666　FAX62-8669〉
★ すべての申込先は児童生活センター事務室（三春小内）へお願いします。

行　事 日　時 場　所 内　容

12月11日（土）
午前９時30分集合
午前10時～正午
申込期限12月3日（金）

内　容 ： 「スイートポテトではりねずみを作ろう！！」
参加料：300円
持ち物：エプロン・バンダナ・ハンカチ・水筒・筆記用具・マスク
対　象：小学校２年生以上
申込先：三春町児童生活センター（三春小学校内）・岩江児童クラブ
　　　 （岩江センター内）へ参加料を添えてお申し込みください。材
　　　 料を準備するため、欠席となっても返金できませんのでご
　　　　了承ください。

料理教室
岩江センター
調理室・和室

12月18日（土）
午前９時集合
申込期限12月7日（火）

内　容 ： 「カラーキャンドルを作ろう！！」
　　　　バスで自然観察ステーションに向かいます。きれいな色をつ
　　　　けて自分だけのオリジナルキャンドルを作ろう。
参加料：300円
対　象：小学生
申込先：児童生活センター（三春小学校内）へ参加料を添えてお申し
　　　　込みください。
　　　　欠席となっても返金できませんのでご了承ください。

理科クラブ 三春小
わんぱくクラブ室

〈子育て支援センター　☎ 62-0555〉
★開館日時 : 火曜日～金曜日（午前9時～午後4時 30分）　土曜日（午前9時 30分～正午、午後1時～午後4時）
★子育て支援センターでは、一時預かり事業も行っています。詳細については、子育て支援センターまでお問い合わせください。

行　事 日　時 場　所 内　容

就学前の12月生まれ
のお子さんと保護者

内　容：手作りの誕生カードを準備していますので、身長・体重を
　　　 記入したり、手形を押したりして仕上げていきます。
　　　 ※当日、参加できなくても誕生カードを差し上げますので
　　　 予約をお願いします。

お誕生会
12月生まれ（要予約）

12月22日（水）
午前11時30分～
11時45分
申込期限12月16日（木）

0歳～1歳位までの
お子さんと保護者

内　容：体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの
　　　 時間を持ってみませんか。離乳食講座の時間があります。
　　　 栄養士さんから具体的に話が聞けます。
持ち物：母子手帳・バスタオルをご持参ください。

のびのびの日 12月24日（金）
午前10時～正午

子育て
支援センター

内　容：保育士と一緒にふれあい遊びやお話を楽しむ時間です。おはなし“あのね” 12月2日（木）午前11時30分から
就学前のお子さん
と保護者

内　容：季節のせいさくを親子で自由につくって持ち帰ります。たのしいせいさく 12月17日（金） 就学前のお子さん
と保護者

内　容：運動指導士の方と一緒に親子で楽しく体を使った遊びを
　　　 します。
持ち物：水分補給の為、水またはお茶をご持参ください

おやこ運動遊び教室
12月8日（水）
10時15分～11時30分
申込期限12月3日（金）

1歳～3歳までの
お子さんと保護者

図書館のスタッフがきて、たのしいお話をします。出前おはなし会 12月15日（水）
午前11時～11時15分

就学前のお子さん
と保護者

〈子育て支援課　☎ 62-0055　FAX62-3232〉

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所 内容（持参物）

3～4か月児 令和3年8月11日
～9月10日生まれ

母子手帳、問診票、子どもノート、大きめ
のバスタオル

12月14日（火）
個別に案内 三春町保健センター

1歳6か月児 母子手帳、問診票、大きめのバスタオル、タオル、
歯ブラシ、仕上げ磨き用歯ブラシ、コップ

令和2年5月1日
～5月31日生まれ

12月16日（木）
個別に案内 三春町保健センター

3歳6か月児 母子手帳、問診票、尿、大きめのバスタオル、
タオル、歯ブラシ、仕上げ磨き用歯ブラシ、コップ

平成30年6月1日
～6月27日生まれ

12月15日（水）
個別に案内 三春町保健センター
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◯
日
時

　

12
月
17
日（
金
）　

午
前
10
時
か
ら

◯
場
所

　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階　

調
理
室

◯
内
容

　

離
乳
食
作
り　
（
進
め
方
に
つ
い

　

て
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す
）

◯
持
参
物

　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
お
ん
ぶ
ひ
も

◯
申
込
期
日

　

12
月
13
日
（
月
）

◯
募
集
人
数　
先
着
５
名

◯
そ
の
他

　

参
加
費
は
無
料
。

　

お
子
さ
ん
の
参
加
も
可
能
で
す
。

　

参
加
申
込
み
の
際
に
お
伝
え
く

　

だ
さ
い
。

　

状
況
に
よ
り
、
延
期
す
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

▼
問

　

子
育
て
支
援
課

　

母
子
保
健
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請

に
つ
い
て

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
状
態
で
、

万
一
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料

免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度

（
50
歳
未
満
）」
が
あ
り
ま
す
の
で
、

住
民
登
録
を
し
て
い
る
町
役
場
の

▼
問
・
申
込

　

子
育
て
支
援
課

　

母
子
健
康
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

　

℻
62
‐
３
２
３
２

「
ま
ま
カ
フ
ェ
み
は
る
」

実
施
の
お
知
ら
せ

　

三
春
町
で
出
産
、
子

育
て
を
し
て
い
く
マ
マ
た
ち
の

出
会
い
と
ふ
れ
あ
い
の
カ
フ
ェ

で
す
。
自
由
に
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
気
持
ち
で
、
助
産
師
や
保
健

師
に
相
談
を
し
た
り
、
同
じ
子
育

て
を
し
て
い
る
方
と
お
話
を
し

ま
せ
ん
か
？
参
加
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◯
対
象 
現
在
妊
娠
中
の
方

　
　
　

 

産
後
１
年
以
内
の
マ
マ

　
　
　

 

お
よ
び
対
象
者
の
ご
家
族

◯
内
容

　

・
産
前
・
産
後
の
健
康
相
談

　

・
乳
房
ケ
ア
、
授
乳
に
つ
い
て
の

　
　

相
談

　

・
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
・
身
長
の

　
　

発
育
確
認

　

・
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
や
子
育
て
に

　
　

つ
い
て
の
相
談

　

・
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い

　
　

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

◯
日
時 

12
月
９
日
（
木
）

　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◯
場
所 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

◯
持
っ
て
来
る
物

　

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
粉

　

ミ
ル
ク
や
お
む
つ
等
の
赤
ち
ゃ

　

ん
に
必
要
な
物

○
ス
タ
ッ
フ

　

助
産
師
、
保
健
師
、
保
育
士

○
そ
の
他 

参
加
は
無
料
で
す
。

　

参
加
す
る
場
合
は
、
12
月
7
日

　
（
火
）
ま
で
に
子
育
て
支
援
課
へ

　

電
話
か
子
育
て
ア
プ
リ
「
母
子

　

モ
」
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
り
中
止

　

や
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。
ア
プ
リ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

子
育
て
支
援
課

　

母
子
健
康
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

プ
レ
マ
マ
パ
パ
カ
フ
ェ

　

こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る
赤
ち
ゃ
ん
と

の
暮
ら
し
。「
楽
し
い
」も
た
く
さ
ん

あ
る
け
ど
、「
ど
う
し
よ
う
」も
、は

じ
ま
り
ま
す
。出
産
・
育
児
に
関
す

る
知
識
を
身
に
着
け
、安
心
し
て
赤

ち
ゃ
ん
を
お
家
に
迎
え
入
れ
る
た
め

の
準
備
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
こ
の

教
室
で
は
、助
産
師
の
講
話
を
き
け

た
り
、子
育
て
に
必
要
な
手
技
も
学

べ
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

子
育
て
相
談
日
の
お
知
ら
せ

　

子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
や
子
育

て
に
関
す
る
悩
み
等
を
、
専
門
家

に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
相
談
日
の
２
日

前
ま
で
（
休
日
の
場
合
は
そ
の
前

日
ま
で
）
に
子
育
て
支
援
課
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
、

完
全
予
約
制
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

　

ま
ず
は
、
お
気
軽
に
保
健
師
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日
時

○
場
所

　

役
場
庁
舎
１
階　

相
談
室

○
お
願
い

 

・
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

・
予
約
日
の
過
去
２
週
間
以
内
に

　

感
染
拡
大
地
域
に
滞
在
し
た
場

　

合
や
、発
熱
、喉
の
痛
み
、頭
痛
、

　

下
痢
、
嘔
吐
な
ど
体
調
不
良
の

　

あ
る
場
合
は
、
来
所
前
に
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
・
親
子

○
対
象
者

　

妊
娠
中
の
マ
マ
と
パ
パ

○
参
加
費　
無
料

○
会
場

　

三
春
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

１
階
ホ
ー
ル

▼
問
・
申
込

　

子
育
て
支
援
課

　

母
子
保
健
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

　

各
開
催
日
の
10
日
前
ま
で
に

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
離
乳
食
教
室
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　

離
乳
食
は
お
子
さ
ん
に
と
っ
て

食
生
活
の
第
一
歩
で
す
。
月
齢
に
合

わ
せ
た
離
乳
食
の
進
め
方
・
作
り
方

を
栄
養
士
が
わ
か
り
や
す
く
お
伝

え
し
ま
す
。
安
心
し
て
離
乳
食
作
り

が
で
き
る
よ
う
教
室
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

《
生
後
１
か
月
か
ら
生
後
６
か
月
ま

で
の
お
子
さ
ん
を
も
つ
保
護
者
の

方
を
対
象
と
し
ま
す
。》

時　間 公認心理師

① 9:10～10：10
②10:30～11：30 久保木優紀先生17日㈮

①13:10～14：10
②14:30～15：30 横山美香先生2日㈭

① 9:10～10：10
②10:30～11：30 久保木優紀先生21日㈮

①13:10～14：10
②14:30～15：30 横山美香先生6日㈭

12月

令和4年
1月

開催日

 ・病院の産婦人科で実際
　に働いている助産師の
　講話をきいて、抱き方や
　おむつ交換、授乳、沐
　浴について学べます！
 ・町内の妊婦さんとも交
　流できる機会です！

年　
金

日　時

12月24日（金）
～子育て手技編～
抱き方、授乳、おむつ
交換の仕方など

第2回

1月28日（金）
午後1時30分
～3時

～産褥期編～
助産師の講話「ママの
身体の変化」
沐浴体験など

第3回

内　容

じょく
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子
ど
も
・
親
子

○
該
当
者

　

平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　

で
、町
内
在
住
者
ま
た
は
出
身
者

　

※
該
当
の
方
へ
は
、11
月
中
に

　
　
案
内
状
を
送
付
し
て
お
り
ま

　
　
す
。案
内
状
が
届
い
て
い
な

　
　
い
方
で
、三
春
町
の
成
人
式

　
　
に
出
席
を
希
望
す
る
方
は
、

　
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
グ

　
　
ル
ー
プ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　
　
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

生
涯
学
習
課

　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
８
３
７

令
和
３
年
三
春
町
議
会
定
例
会

12
月
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

○
12
月
会
議
開
催
時
期
（
予
定
）

　

12
月
１
日
（
水
）
〜
７
日
（
火
）

　

・
会
議
の
詳
し
い
日
程
は
、11
月
30

　
　

日
の
新
聞
折
込
み
お
よ
び
町
ホ
ー

　
　

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

・
一
般
質
問
は
12
月
２
日（
木
）を

　
　

予
定
し
て
い
ま
す
。一
般
質
問
の

　
　

様
子
は
、役
場
庁
舎
３
階
議
場

　
　

お
よ
び
２
階
桜
ホ
ー
ル
に
て
ご

　
　

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　

の
拡
大
防
止
の
た
め
、傍
聴
に

　
　

お
越
し
の
際
は
、感
染
予
防
に

　
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

・
団
体
で
の
傍
聴
を
希
望
す
る

　
　

場
合
は
、
事
前
に
議
会
事
務

　
　

局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

議
会
事
務
局

　

☎
62
‐
８
１
２
４

　

℻
61
‐
２
３
１
０

国
民
年
金
担
当
窓
口
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
窓
口

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

申
請
時
点
の
２
年
１
か
月
前
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
今
回
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
収
入
が
減
少
し
た
場
合
、
令
和

２
年
２
月
以
降
の
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
特
例
措
置

も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ

た
も
の
の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
期

間
が
あ
る
方
は
、
一
度
、
年
金
事

務
所
ま
た
は
町
役
場
の
国
民
年
金

窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
産

前
産
後
期
間
の
保
険
料
免
除
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間
の
国

民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

届
出
は
、
出
産
予
定
日
の
６
か

月
前
か
ら
で
き
ま
す
の
で
、
お
早

め
の
お
届
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
出
産
と
は
、妊
娠
85
日（
４
か
月
）

以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。（
死
産
、

流
産
、早
産
さ
れ
た
方
を
含
み
ま
す
。）

▼
問

　

住
民
課　

住
民
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
６

　

郡
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
‐
９
３
２
‐
３
４
３
４

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
請
求

は
お
済
み
で
す
か
？

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一

定
基
準
以
下
の
、
年
金
受
給
者
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
書
が

届
い
た
方
で
、
ま
だ
提
出
し
て
い
な

い
方
は
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

目
隠
し
シ
ー
ル
と
切
手
を
貼
り
、
郵

便
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
が
遅
れ
る
と
10
月
分
か

ら
の
給
付
金
を
受
け
取
れ
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

日
本
年
金
機
構

　
『
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
』

　

☎
０
５
７
０
‐
05
‐
４
０
９
２

　

０
５
０
で
始
ま
る
電
話
は

　
（
東
京
）

　

☎
03
‐
５
５
３
９
‐
２
２
１
６

令
和
４
年
三
春
町
成
人
式
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ

○
日
時

　

令
和
４
年
１
月
９
日
（
日
）

　

※
成
人
の
日
の
前
日

　

受
付　
午
後
０
時
30
分

　

式
典　
午
後
１
時
30
分

○
場
所

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

ま
ほ
ら
ホ
ー
ル

「
み
は
る
議
会
だ
よ
り
」
モ
ニ
タ
ー

募
集

　

広
報
広
聴
特
別
委
員
会
で
は
、

読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
議

会
だ
よ
り
を
発
行
す
る
た
め
、
平

成
30
年
度
か
ら
モ
ニ
タ
ー
制
度
を

導
入
し
て
、
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
か

ら
意
見
・
感
想
な
ど
を
い
た
だ
き
、

「
み
は
る
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
・

発
行
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
11
月
１
日
発
行
の

議
会
だ
よ
り
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
問
・
申
込

　

〒
９
６
３
‐
７
７
９
６

　

三
春
町
字
大
町
１
‐
２

　

議
会
事
務
局

　

☎
62
‐
８
１
２
４

　

℻
62
‐
２
３
１
０

人
権
週
間

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
お
よ
び
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
12

月
10
日
（
世
界
人
権
宣
言
採
択
日
）

の
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る

１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

各
地
で
世
界
人
権
宣
言
の
意
義
を
訴

え
る
と
と
も
に
、
人
権
尊
重
思
想
の

普
及
高
揚
を
図
る
た
め
の
行
事
を
計

画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
、福
島
地
方
法
務
局
お

よ
び
福
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、12
月
４
日（
土
）か
ら
10
日

（
金
）ま
で
を
「
第
73
回
人
権
週
間
」

と
し
、当
該
週
間
を
中
心
に
啓
発
活

動
お
よ
び
相
談
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
週
間
に
限
ら
ず
、

電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

年　

金

暮
ら
し

暮
ら
し

で
、
悩
み
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
下

記
の
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
相
談

は
、
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務

局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　

相
談
時
間

　

年
末
年
始
を
除
く
平
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
問

　

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
２
４
‐
５
３
４
‐
１
９
９
４

マ
イ
避
難
シ
ー
ト
作
成
に
関
す
る

お
知
ら
せ

　

県
で
は
、水
害
や
土
砂

災
害
か
ら
自
分
や
大
切
な

人
の
命
を
守
る
た
め
に
、
”自
分
に

あ
っ
た”

避
難
行
動
を
日
頃
か
ら

考
え
る「
マ
イ
避
難
」の
取
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
自
分
や
家
族
一
人
ひ
と
り
に

あ
っ
た
適
切
な
避
難
計
画
（「
マ

イ
避
難
シ
ー
ト
」）
を
作
成
で
き

る
専
用
サ
イ
ト
が
公
開
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
か
ら
専
用

サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　

https://fukushim
a-m

yhinan.jp/

▼
問

　

福
島
県
危
機
管
理
部
災
害
対
策
課

　

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
１
９
４
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○
浴
槽
の
温
度
は
41
℃
以
下
に
設

　

定
し
ま
し
ょ
う

○
飲
酒
後
の
入
浴
は
や
め
ま
し
ょ

　

う
▼
問

　

郡
山
消
防
本
部
消
防
課

　

☎
０
２
４
‐
９
２
３
‐
８
１
７
３

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
無
料
貸
し

出
し
を
行
い
ま
す

　

町
で
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
設
置
を
希
望
す
る
町
民
、
事
業

者
の
方
に
装
飾
の
無
料
貸
し
出
し

を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

種
類
・
個
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
下
記
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
種
類

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
１
０
０
球

　

全
長
約
8.6
ｍ（
電
球
部
分
約
5.9
ｍ
）

　

色
：
白
・
ピ
ン
ク

○
貸
し
出
し
期
間

　

12
月
１
日
（
水
）
〜

　

令
和
４
年
１
月
21
日
（
金
）

　
○
お
願
い

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
で
き

　

る
限
り
屋
外
の
人
目
に
付
く
場

　

所
に
設
置
し
、
屋
外
に
コ
ン
セ

　

ン
ト
部
分
を
置
く
場
合
は
、
濡

　

れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

　

プ
等
で
保
護
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

企
画
政
策
課

　

企
画
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
１
１
２
２

福
島
空
港
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

【
福
島
空
港
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】

　

期
間
中
に
福
島
空
港
発
着
の
定

期
便
を
利
用
さ
れ
た
方
を
対
象

に
、
お
一
人
さ
ま
片
道
利
用
毎
に

５
，
０
０
０
円
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
す
る
大
変
お
得
な
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
是
非
、
ご
家
族
や

ご
友
人
と
福
島
空
港
か
ら
の
空
の

旅
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
「
福
島
空
港
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
」
で
検
索
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

福
島
空
港
５
，０
０
０
円
キ
ャ
ッ

　

シ
ュ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

　

☎
57
‐
１
５
１
１

　
新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト

は
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月のおすすめ本

『ゴリラさんは』
北村裕花／著　講談社

『刺しゅうでお直し』
藤本裕美／著　産業編集センター

バナナが好きなゴリラさんは、
みんなにバナナを配ります。
あまり気前よく配ったので足り
なくなって……。
ジャングルの迫力ある動物が
「ヌン！」と出てくる楽しいおは
なし。

毎日着たいお気に入りの服は、
体になじんで気持ちを安らげ
るけれど、いつかほつれ、すり
切れてしまいます。さよならす
る前にもう一度、自分の手でお
直しして着てみませんか。丁寧
に手を入れた服は、もっと大好
きな服になるかもしれません。

血
の
雫
（
相
場
英
雄
）
／
兵
諌
浅
田
次
郎
）
／
舞
風
の
ご
と
く
（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）

／
ペ
ッ
パ
ー
ズ
・
ゴ
ー
ス
ト
（
伊
坂
幸
太
郎
）
／
亜
ノ
国
へ
（
柏
葉
幸
子
）
／
明
日

は
結
婚
式
（
小
路
幸
也
）
／
倒
産
続
き
の
彼
女
（
新
川
帆
立
）
／
7.5
グ
ラ
ム
の
奇

跡
（
砥
上
裕
將
）
／
白
秋
秘
唱
（
鳥
越
碧
）
／
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
事
故
物
件
（
西
澤

保
彦
）
／
北
緯
43
度
の
コ
ー
ル
ド
ケ
ー
ス
（
伏
尾
美
紀
）
／
Ｎ
（
道
尾
秀
介
）
／

偽
恋
愛
小
説
家
、最
後
の
嘘
（
森
晶
麿
）
／
ル
パ
ン
の
絆
（
横
関
大
）
／
月
夜
の
羊

（
吉
永
南
央
）
／
猫
は
わ
か
っ
て
い
る
（
村
山
由
佳
他
）
／
運
命
は
こ
う
し
て
変

え
な
さ
い
（
林
真
理
子
）
／
テ
ナ
ン
ト
（
バ
ー
ナ
ー
ド
・
マ
ラ
マ
ッ
ド　
青
山
南
訳
）

／
ヒ
ロ
シ
マ
を
暴
い
た
男
（
レ
ス
リ
ー
・
Ｍ
．
Ｍ
．
ブ
ル
ー
ム　
高
山
祥
子
訳
）

『刺しゅうでお直し』 読
み
物
・
文
芸

※新着コーナーには 12月２日（木）に並びます。
▼問　町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026

暖
房
器
具
か
ら
の
出
火
防
止

　

毎
年
、
暖
房
器
具
か
ら
の
出
火

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
だ
け
で
な
く
、

電
気
ス
ト
ー
ブ
な
ど
か
ら
の
出
火

も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

○
暖
房
器
具
周
り
の
整
理
整
頓
を

　

し
ま
し
ょ
う

○
暖
房
器
具
で
洗
濯
物
な
ど
を
乾

　

か
す
こ
と
は
止
め
ま
し
ょ
う

○
外
出
・
就
寝
時
は
必
ず
ス
イ
ッ

　

チ
が
切
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

　

し
ま
し
ょ
う

▼
問

　

郡
山
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
２
４
‐
９
２
３
‐
８
１
７
２

入
浴
時
の

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
注
意

　

こ
の
時
季
の
入
浴
は
、
部
屋
の

温
度
差
が
影
響
し
、
血
圧
が
大
き

く
変
動
す
る
こ
と
で
身
体
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
脱
衣
所
や
浴
室
を
入
浴
前
に
温

　

め
、
部
屋
の
温
度
差
を
な
く
し

　

ま
し
ょ
う

○
入
浴
時
は
家
族
に
一
声
か
け
ま

　

し
ょ
う

HP
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　河野広中について取り上げた本は種々ありますが、広中を語る上で欠かせないのは、大正 12 年に刊行された
『河野磐州傳』（上下巻、河野磐州傳編纂会 /編、1923年刊）です。これは広中の生前に刊行された伝記で、「翁
の實話」、つまり広中の話をもとに書かれ、後に刊行される伝記や論文にも度々引用されています。
ただし、『河野磐州傳』は大正時代に書かれたものなので、現代の我々が読むには難しいところが多くあり、内容も
誇張されている部分が見うけられます。また、広中が桂太郎と立憲同志会を立ち上げたところで本は終わっており、
その後の広中の活動については記述がありません。
　広中の生涯について知りたいと思われる方に、まずおすすめしたいのは長井純市著『人物叢書　河野広中』（吉
川弘文館、2009年刊）です。広中の若き時代の激しい政治運動から晩年の政党活動や普通選挙運動まで、時代背
景を織り交ぜながらわかりやすく説明しています。
　その他、三春ゆかりの研究者・高橋哲夫著『河野広中　小伝』（福島民
友新聞社、1980年刊）はコンパクトにまとまっており、入門として読みや
すいものです。また、自由民権運動のなかで広中が果たした役割がわ
かる松沢裕作著『自由民権運動』（岩波書店、2016年刊）は、自由
民権運動に意味はあったのか？という根本的な問いも含んだ一冊です。
　河野広中に関する本は、歴史民俗資料館や町民図書館で閲覧でき
ます。興味のある方はお問い合わせください。

▼問　歴史民俗資料館　☎ 62-5263

河野広中没後 100年シリーズ　その 8　広中について読む

暮
ら
し

お
家
に
あ
る
児
童
図
書
を
三
春

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
へ
お
届
け
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か

　

三
春
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、

児
童
施
設
に
児
童
図
書
を
贈
呈
す

る
た
め
に
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
児
童
図
書
を
収

集
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

近
年
、若
者
の
本
離
れ
が
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
最
近
は
ス

マ
ホ
ば
か
り
見
て
い
て
、
全
く
読
書

を
し
な
い
若
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
三
春
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
読
書
を

す
る
習
慣
を
身
に
付
け
て
も
ら
う

こ
と
が
、
少
し
で
も
若
者
の
本
離

れ
の
歯
止
め
に
な
る
の
で
は
と
考

え
、
児
童
図
書
を
収
集
し
、
児
童

施
設
に
寄
贈
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
収
集
し
た
児
童
図
書
は
、
三

春
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
で
選
別
整
理
し
た
う
え
で
、

綺
麗
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
寄
贈

し
ま
す
が
、
出
来
る
だ
け
状
態
の

良
い
図
書
を
お
届
け
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

絵
本
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
左

記
の
と
こ
ろ
ま
で
、
一
月
末
ま
で

に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
届
け
先

 

・
三
春
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
所

　
（
月
・
水
・
木
曜
日
の
午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時
の
み
対
応
可
）

　

三
春
町
八
島
台
５
‐
３
‐
９

　

☎
62
‐
２
３
３
４

　
そ
の
他
の
届
け
先

　
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　

 

・
割
烹　
八
文
字
屋

　

三
春
町
字
大
町
18
‐
１

　

☎
62
‐
５
７
５
７

 

・
三
春
工
業
（
株
）

　
（
田
村
西
部
工
業
団
地
）

　

三
春
町
深
作
20
‐
１

　

☎
62
‐
５
１
２
１

 

・（
株
）
渡
伝
組

　

三
春
町
桜
ケ
丘
３
‐
１
‐
３

　

☎
62
‐
３
０
１
８

 

・（
有
）
宗
像
清
商
店

　
（
出
光
ス
タ
ン
ド
）

　

三
春
町
字
一
本
松
29

　

☎
62
‐
３
４
５
３

 

・（
株
）
プ
ロ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
オ

　
フ
ィ
ス

　

郡
山
市
舞
木
町
字
福
内
１
６
８

　

☎
０
２
４
‐
９
４
１
‐
３
５
１
１

「
成
年
後
見
制
度
講
演
会
」
開
催

の
お
知
ら
せ

　
「
認
知
症
の
親
族
の
通

帳
管
理
が
で
き
て
い
な

い
」「
精
神
障
が
い
を
抱
え
て
い
て

言
わ
れ
る
ま
ま
に
訪
問
販
売
の
契

約
書
に
サ
イ
ン
し
て
し
ま
う
」
な

ど
、
判
断
す
る
こ
と
に
不
安
の
あ

る
方
・
難
し
い
方
に
対
し
て
、
財

産
管
理
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
契

約
を
行
い
、
ご
本
人
の
権
利
を
守

り
生
活
を
支
援
す
る
「
成
年
後
見

制
度
」
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

今
回
は
成
年
後
見
制
度
が
ど
の

よ
う
な
制
度
な
の
か
、
ま
た
、
暮

ら
し
に
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
の
か

を
お
話
し
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

こうのばんしゅうでん

じつ わ

○
開
催
日
時

　

12
月
18
日
（
土
）

　

開
演
：
午
前
10
時

　
（
開
場
：
午
前
９
時
30
分
）

○
会
場

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

ま
ほ
ら
ホ
ー
ル

○
講
師

　

谷
川
社
会
福
祉
士
事
務
所

　

社
会
福
祉
士　

谷
川
ひ
と
み
氏

○
対
象

　

三
春
町
民
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

　

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

○
参
加
料　
無
料

○
申
込
方
法

　

事
前
申
込
制
（
先
着
２
０
０
名
）

　

町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
、
三
春
交
流
館

　
「
ま
ほ
ら
」
に
備
え
付
け
の
案

　

内
チ
ラ
シ
に
必
要
事
項
を
記
入

　

の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

　

状
況
に
よ
り
中
止
ま
た
は
延
期

　

と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
問

　

生
涯
学
習
課

　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
８
３
７

　

℻
62
‐
４
７
２
７
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農
地
取
得
に
係
る
下
限
面
積
を
変

更
し
ま
し
た

　

耕
作
を
目
的
と
し
て
農
地
の
権
利
を

取
得
す
る
場
合
は
、農
地
法
３
条
の
規

定
に
よ
る
許
可
が
必
要
と
な
り
、許
可

要
件
の
一
つ
と
し
て
下
限
面
積（
最
低
限

必
要
な
面
積
）要
件
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
新
規
就
農

の
促
進
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・

解
消
な
ど
を
図
る
た
め
、
下
限
面

積
を
変
更
し
ま
し
た
。

○
申
請
締
切

　

毎
月
、月
末
が
締
切
と
な
り
ま
す
。

▼
問
・
申
請

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
62
‐
２
１
１
２

三
春
町
空
き
家
利
活
用
事
業
の

お
知
ら
せ

　

町
で
は
、空
き
家
を
所
有
者
か
ら

一
定
期
間
借
り
受
け
、町
内
へ
の
移
住

者
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
う「
空
き

家
利
活
用
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

空
き
家
利
活
用
事
業
の
主
な
概
要

①
町
が
所
有
者
か
ら
空
き
家
を
借

　

り
る

 

・
町
と
空
き
家
所
有
者
が
10
年
間
の

　

定
期
借
家
契
約
を
交
わ
し
ま
す
。

②
所
有
者
が
空
き
家
を
改
修
す
る

 

・
所
有
者
に
空
き
家
の
改
修
工
事

　

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

改
修
費
は
町
が
補
助
し
ま
す
。

③
町
が
空
き
家
を
貸
し
出
す

 

・
町
内
へ
の
移
住
者
等
に
空
き
家
を

　

貸
し
出
し
ま
す
。入
居
者
の
募
集
や

　

入
退
去
の
管
理
等
に
つ
い
て
は
、町

　

の
業
務
受
託
者
が
行
い
ま
す
。

◎
事
業
に
興
味
の
あ
る
方
、
空
き

　

家
の
管
理
に
お
困
り
の
方
な
ど
、

　

ま
ず
は
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

注
意：
町
が
お
借
り
す
る
空
き
家
は

審
査
の
う
え
決
定
し
ま
す
の
で
、
ご

相
談
い
た
だ
い
た
皆
様
の
ご
希
望
に

沿
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問

 

・
企
画
政
策
課　

企
画
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
１
１
２
２

　

業
務
受
託
者

 

・
有
限
会
社
グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ン
ト

　

☎
62
‐
３
６
８
１

除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

本
年
度
も
降
雪
の
季
節
と
な
り
ま

し
た
。除
雪
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に

備
え
、除
雪
の
基
準
と
除
雪
時
の
お
願

い
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◯
除
雪
を
行
う
基
準

⒈
町
道
の
積
雪
が
お
お
む
ね
15
㎝

　

に
達
し
た
場
合
に
行
い
ま
す
。

⒉
除
雪
は
積
雪
が
10
㎝
以
下
に
な

　

る
よ
う
に
行
い
ま
す
。

⒊
主
要
幹
線
、
通
勤
・
通
学
路
な

　

ど
緊
急
度
の
高
い
路
線
か
ら
除

　

雪
を
行
い
ま
す
。

◯
除
雪
時
の
お
願
い

⒈
路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
の
障

　

害
や
事
故
発
生
の
原
因
と
な
り

　

ま
す
の
で
避
け
て
く
だ
さ
い
。

⒉
除
雪
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

　

倒
れ
そ
う
な
生
垣
や
植
栽
、竹
林
な

　

ど
の
維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

⒊
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
玄
関
先

　

に
雪
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

除
雪
車
は
広
い
地
域
を
短
時
間

　

で
除
雪
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

　

玄
関
先
ま
で
は
手
が
回
り
ま
せ

　

ん
。
玄
関
先
の
雪
は
各
家
庭
で

　

除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

⒋
除
雪
は
一
斉
に
は
で
き
ず
、
時
間

　

帯
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

⒌
歩
道
の
除
雪
は
、地
域
の
皆
さ
ん

　

で
協
力
体
制
を
整
え
て
行
っ
て
く

　

だ
さ
い
。

⒍
除
雪
後
に
は
、
道
路
に
雪
を
出
さ

　

な
い
で
く
だ
さ
い
。
道
路
へ
の
雪

　

出
し
は
交
通
事
故
の
も
と
で
す
。

⒎
除
雪
や
融
雪
剤
の
要
望
は
、各
地

　

区
の
区
長
を
通
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

建
設
課　

建
設
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
１
５

水
道
管
に
も
冬
支
度
を

　

蛇
口
や
水
道
管
、水
道
メ
ー
タ
ー

が
寒
さ
で
凍
る
と
、破
裂
や
ひ
び
割

れ
を
起
こ
し
、貴
重
な
水
を
無
駄
に

す
る
ば
か
り
か
、修
繕
費
用
な
ど
経

済
的
に
も
大
き
な
負
担
が
か
か
り
ま

す
。蛇
口
や
水
道
管
が
凍
ら
な
い
よ
う

に
保
温
材
料
等
を
取
り
付
け
て
、寒

さ
か
ら
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

万
一
破
裂
や
ひ
び
割
れ
に
よ
る
漏

水
が
発
生
し
た
場
合
は
、
町
指
定

工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

企
業
局　

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
５
０
０

東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

停
電
情
報
に
関
す
る
お

知
ら
せ

　

最
新
の
停
電
情
報
に
つ
い
て
は
、

東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
停
電
や
復
旧
情
報
を

プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
お
知
ら
せ
す
る

無
料
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「
東
北
電

力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
停
電
情
報
」
も

併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

０
１
２
０
‐
１
７
５
‐
３
６
６

三
春
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
休
業
に

つ
い
て

　

12
月
３
日（
金
）は
、清
掃
セ
ン

タ
ー
内
電
気
設
備
の
更
新
作
業
の
た

め
、終
日
休
業
し
ま
す
。皆
さ
ん
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問

　

三
春
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

☎
62
‐
６
１
２
３

　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

　

℻
62
‐
５
１
５
５

ご
み
の
収
集
に
関
す
る
お
願
い

　

大
掃
除
な
ど
で
ご
み
が
出
や
す

い
年
末
年
始
の
時
期
は
、
ご
み
が

収
集
さ
れ
た
後
に
出
さ
れ
る
こ
と

が
、
毎
年
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
は
、
収
集
予
定
日
の
朝
８

時
30
分
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
集
積

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
み
袋
を
し
ば
ら
な
い

で
出
さ
れ
て
い
る
ご
み
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
ご
み
袋
は
キ
チ
ン
と

し
ば
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

紙
類
な
ど
資
源
の
分
別
や
生
ご

み
の
水
切
り
な
ど
、
ご
み
の
減
量

化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ボ
タ
ン
電
池
や
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
な
ど
の
充
電
式
電
池
は
、町
で
処

理
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
お
近
く

の
家
電
量
販
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

に
回
収
を
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
燃
物
な
ど
に
混
入
し
て
い
る
と
発

火
の
危
険
性
が
非
常
に
高
く
危
険
な

た
め
、適
切
な
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
使
用

さ
れ
て
い
る
製
品
の
具
体
例
〜

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
式

　

携
帯
端
末
・
電
子
た
ば
こ・
充
電
式

　

電
気
カ
ミ
ソ
リ
・
充
電
式
玩
具
・
デ

　

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、ビ
デ
オ
・ハ
ン
デ
ィ

　

フ
ァ
ン（
携
帯
扇
風
機
）　

等

　

詳
し
く
は
ご
み
減
量
分
別
ガ
イ
ド

を
ご
覧
に
な
る
か
、住
民
課
生
活
環
境

グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問

　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
こ
ち
ら（
無
料
）

iPhone の方

Android の方

下限面積
旧町の区域 10a
大字山田・上舞木・下舞木の区域
大字実沢・青石・富沢・熊耳・南成田・北
成田・庄司・平沢・御祭・七草木・鷹巣・斎
藤・沼沢・西方・滝・柴原・込木・芹ケ沢・
貝山・春沢・狐田・過足・根本・樋渡・蛇石
・楽内・春田・蛇沢の区域
担橋一丁目・二丁目の区域
深作の区域

20a

30a
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暮
ら
し

　

１
月
４
日
（
火
）
か
ら
は
、
通

常
ど
お
り
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
年
末
・
年
始

窓
口
業
務

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

　
し
た
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交

　
付
に
つ
き
ま
し
て
も
12
月
29
日

　
（
水
）
か
ら
１
月
３
日
（
月
）
ま

　
で
は
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

　
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
役
場
庁
舎
内
の
桜
ホ
ー
ル
（
２

　
階
）お
よ
び
多
目
的
ホ
ー
ル（
１

　
階
）
も
年
末
年
始
の
役
場
閉
庁

　
期
間
中
は
、
ご
利
用
い
た
だ
け

　
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
戸
籍
届
書
に
つ
い
て
は
、
従
来

　

ど
お
り
休
日
中
も
守
衛
室
で
受

　

け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問

 

・
住
民
課　

住
民
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
６

 

・
税
務
会
計
課　

収
納
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
３
６

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
に

つ
い
て

　

収
集
は
、
各
地
区
の
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
お

手
元
の
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ご
み
を

　
持
ち
込
む
場
合

 

・
年
末　
12
月
30
日
（
木
）
ま
で

　

営
業
し
ま
す
。

※
12
月
の
日
曜
開
放
日
は【
第
３
日

　

曜
日
と
前
日
の
土
曜
日
】で
は
な

　

く
、第
４
日
曜
日
と
前
日
の
土
曜

　
日﹇
25
日（
土
）、26
日（
日
）﹈に
な

　

り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
12
月
の
粗
大
ご
み
の
戸
別
回
収

　

日
は
23
日
（
木
）
で
す
。
回
収
を

　

希
望
す
る
場
合
は
、前
日
午
後
４

　

時
ま
で
に
下
記
ま
で
電
話
に
よ
り

　

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

　

回
収
時
間
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
（
件
数
が
多
数
の
場
合
は
翌
月

　

の
回
収
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。）

 

・
年
始　
１
月
４
日
（
火
）
か
ら
、

　
通
常
ど
お
り
業
務
し
ま
す
。

 

・
受
付
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

※
時
間
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

　

三
春
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

☎
62
‐
６
１
２
３

田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー

年
末
・
年
始
の
し
尿
く
み
取
り

に
つ
い
て

　

今
年
の
し
尿
く
み
取
り
は
、
12

月
28
日
（
火
）
で
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
新
年
は
１
月
４
日
（
火
）

よ
り
行
い
ま
す
。

　

年
末
に
な
り
ま
す
と
平
常
ど
お

り
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
困
難
に

な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー

　
か
ら
の
お
願
い

⒈
各
種
業
務
（
し
尿
く
み
取
り
業

　

務
・
浄
化
槽
清
掃
業
務
等
）
時

　

に
留
守
等
に
よ
り
、
手
数
料
の

　

お
支
払
い
が
未
納
と
な
る
場
合

　

が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
業
務
終
了
時
に
作

　

業
員
が
お
渡
し
も
し
く
は
ご
自

　

宅
に
投
函
し
て
い
く
請
求
書
に

　

よ
り
、
各
自
田
村
市
、
三
春
町
、

　

小
野
町
の
金
融
機
関
窓
口
で
お

　

支
払
い
い
た
だ
く
か
、
口
座
振

　

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、

　

金
融
機
関
に
申
込
用
紙
が
ご
ざ

　

い
ま
す
。（
田
村
市
・
三
春
町
・

　

小
野
町
の
金
融
機
関
の
み
）

⒉
ト
イ
レ
お
よ
び
浄
化
槽
に
は
、

　

し
尿
お
よ
び
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

　

パ
ー
以
外
の
異
物
の
混
入
に
ご

　

注
意
願
い
ま
す
。

⒊
台
所
で
洗
浄
の
際
、
皿
な
ど
の

　

油
汚
れ
等
は
い
っ
た
ん
紙
な
ど
で

　

拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
浄
し
、ま
た
、

　

米
の
と
ぎ
汁
等
は
庭
木
な
ど
の

　

肥
料
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
82
‐
１
２
７
２

年
末
・
年
始
窓
口
業
務

　

12
月
29
日
（
水
）
か
ら
１
月
３

日
（
月
）
ま
で
年
末
年
始
の
休
日

と
な
り
ま
す
。

【年末年始収集日程および清掃センター開放日】

12月28日（火）

1月4日（火）

8：30～17：15

8：30～17：15

休　み
12月29日（水）～1月3日（月）

11（土）
12（日）
13（月）
14（火）
15（水）
16（木）
17（金）
18（土）
19（日）
20（月）
21（火）
22（水）
23（木）
24（金）
25（土）
26（日）
27（月）
28（火）
29（水）
30（木）
31（金）
1（土）
2（日）
3（月）
4（火）

町収集（各地区集積所） 持込（清掃センター）

受付時間
午前９時～午後４時

受付時間  午前９時～午後４時

受付時間
午前９時～午後４時

（25日、26日は土日開放日）
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令
和
４
年
度
版

三
春
町「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

発
行
に
つ
い
て

　

町
で
は
、（
株
）
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
と
協
働
で
生
活
に
役
立
つ
情
報

冊
子
「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
発
行
す
る
予
定
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
冊
子
に

広
告
を
掲
載
す
る
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。
お
話
を
聞
い
て
み
た
い

事
業
所
様
は
、（
株
）
サ
イ
ネ
ッ

ク
ス
の
担
当
者
が
詳
細
説
明
に
お

伺
い
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問

　
（
株
）
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
福
島
支
店

　

☎
０
２
４
‐
９
２
３
‐
０
１
９
８

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
指
導
員
養
成

講
座
を
実
施
し
ま
す　

ス
ク
エ
ア

ス
テ
ッ
プ
と

は
、生
活
習
慣

病
予
防
や
健

康
増
進
、転
倒

予
防
、
認
知

症
予
防
に
効

果
が
あ
り
、幅

広
い
年
齢
層
で
楽
し
め
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

募　
集

　住民基本台帳法第11条第3項および第11条の2第12項により、閲覧の状況を公表することが義務付けられています。
　このため、住民基本台帳（一部）の閲覧の状況を公表します。(住民基本台帳法第11条第3項および第11条の2第12項）
　ただし、次のものを除きます。
 ・国または地方公共団体による閲覧申請のうち、犯罪捜査に関するもの、そのほか特別な事情により請求事由
　を明らかにすることが事務の性質上困難であるもの。（住民基本台帳法第 11条第 2項第 2号）
 ・個人または法人による閲覧申請のうち、営利以外の目的で行う居住関係の確認の訴訟の提起その他特別の
　事情による居住関係の確認として実施したもの。　（住民基本台帳法第 11条の 2第１項第 3号）
１　公表対象期間
　　令和 2年 11月 1日～令和 3年 10月 31日
２　住民基本台帳の一部の写しの閲覧

住民基本台帳の閲覧状況の公表

国または地方公共団体の機関の名称 請求事由の概要 閲覧の年月日 閲覧に係る住民の範囲
（１）国または地方公共団体の機関の請求による閲覧（住民基本台帳法第１１条第３項に基づく公表分）　　　

申出者の氏名（法人の場合はその名称
および代表者または管理人の氏名） 利用目的の概要

七草木地区の18歳から
35歳の男性

三春消防団　御木沢分団
第3部　部長　渡邉　智一

三春町消防団新入団員候補者の情報
収集

令和3年
1月6日

鷹巣区内に在住する60
歳から67歳鷹巣区長　柳沼　学 年代把握による事業推進 令和3年

1月25日
元町区、栄町区、平沢一
区、平沢二区の20歳か
ら35歳の男性

三春消防団　御木沢分団
第1部　部長　鹿又　剛

三春町消防団新入団員候補者の情報
収集

令和3年
2月5日

大字鷹巣字坂下の満15歳
以上の男女（住所、氏名、
生年月日、性別含む）20名

株式会社　ＩＴスクエア
代表取締役社長　樋口　徹

令和3年度　福島県政世論調査対象
者の住所等の把握のため

令和3年
6月10日

過足、狐田、紙漉の18
歳から35歳の男性

三春町消防団　中郷分団
部長　上石　和美

三春町消防団新入団員候補者の情報
収集

令和3年
3月2日

字天王下、字天王前、字
鶴蒔田地内の15歳以上
の男女

株式会社　クサカ印刷所
代表取締役　日下　直哉

「令和3年度健康ふくしま21調査」の
調査対象者抽出のため

令和3年
7月28日

御祭地区の18歳から30
歳の男性

三春消防団　御木沢分団
第2部　部長　渡辺　力

三春町消防団新入団員候補者の情報
収集

令和3年
6月17日

八幡町、丈六、雁木田、一本
松、鶴蒔田、沼ノ倉地区の
18歳から35歳の男性

三春消防団　三春分団
第1部　部長　渡邉　紘史

三春町消防団新入団員候補者の情報
収集

令和3年
1月8日

閲覧の年月日 閲覧に係る住民の範囲

（２）個人または法人の申出による閲覧（住民基本台帳法第１１条の２第１２項に基づく公表分）

ら平成16年4月1日生まれの男子
・女子および、平成18年4月2日か
ら平成19年4月1日生まれの男子

令和2年
11月4日から
11月5日まで

自衛官募集のための対象
者情報の収集
（根拠法令：自衛隊法第29
条第1項、同第35条）

自衛隊福島地方協力本部
郡山地域事務所

三春町全域の平成16年4月2日か
ら平成17年4月1日生まれの男子
・女子および、平成19年4月2日か
ら平成20年4月1日生まれの男子

令和3年
10月28日から
10月29日まで

自衛官募集のための対象
者情報の収集
（根拠法令：自衛隊法第29
条第1項、同第35条）

自衛隊福島地方協力本部
郡山地域事務所
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⑤
収
入
が
法
令
で
定
め
る
基
準

　
　

以
内
で
あ
る
方
（
総
所
得
か

　
　

ら
配
偶
者
控
除
等
を
差
し
引

　
　

い
て
12
で
割
っ
た
額
（
月
額

　
　

所
得
）２
１
４
，０
０
０
円
以
下

　

⑥
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な

　
　

い
者
で
あ
る
こ
と
。

　

⑦
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

　
　

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

　
　

第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る

　
　

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

◯
申
込
方
法

　
　

役
場
庁
舎
１
階
保
健
福
祉
課

　

窓
口
に
て
入
居
申
込
書
へ
記
入

　

頂
き
、
ご
本
人
へ
の
聞
き
取
り

　

面
接
を
行
い
ま
す
。

◯
入
居
申
込
書
に
添
付
す
る
書
類

　

・
住
民
票

　

・
最
新
の
所
得
証
明
書

　

・
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る

　
　

こ
と
を
証
す
る
書
類

　

・
非
課
税
証
明
書

　
　
（
非
課
税
の
方
の
み
）

　

・
住
宅
の
立
ち
退
き
を
要
求
さ

　
　

れ
て
い
る
方
は
、
貸
主
の
立

　
　

ち
退
き
に
係
る
証
明
書

◯
募
集
期
間

　

12
月
１
日（
水
）〜
12
月
15
日（
水
）

　
（
※
土
日
除
く
）

◯
入
居
予
定
時
期

　

令
和
４
年
１
月

　

※
時
期
が
遅
れ
る
場
合
も
あ
り

　
　

ま
す
。

▼
問

　

保
健
福
祉
課　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
１
６
６

　

℻
62
‐
０
２
０
２

　

今
回
、
町
事
業
や
地
区
活
動
で

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
に
、
ス
ク
エ

ア
ス
テ
ッ
プ
を
指
導
す
る
た
め
に
必

要
な
資
格
で
あ
る
、「
ス
ク
エ
ア
ス

テ
ッ
プ
指
導
員
」
を
養
成
す
る
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

○
募
集
条
件

　

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
方

（
１
）地
区
集
会
所
や
健
康
教
室
で
、

　
　

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
を
指
導
す

　
　

る
意
欲
が
あ
る
方

（
２
）町
、地
区
の
団
体
か
ら
依
頼
を
受

　
　

け
、活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
方

○
募
集
定
員

　

10
名
程
度
（
定
員
を
超
え
た
申

　

込
が
あ
っ
た
場
合
、
保
健
福
祉

　

課
で
調
整
い
た
し
ま
す
）

○
講
座
日
程

　

令
和
４
年
１
月
８
日
（
土
）

　

正
午
〜
午
後
５
時

○
実
施
内
容

　

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
に
関
す
る

　

講
習
お
よ
び
実
技

○
実
施
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
費
用　
無
料
（
初
回
受
講
料
は

　

町
負
担
、
資
格
の
更
新
に
か
か

　

る
費
用
は
自
己
負
担
）

※
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
指
導
員
資
格

　

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ

　

プ
協
会
の
公
認
資
格
で
す
。

○
申
込
期
限

　

12
月
17
日
（
金
）
ま
で

▼
問
・
申
込

　

保
健
福
祉
課

　

地
域
ケ
ア
推
進
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
５
１
１
０

　

℻
62
‐
０
２
０
２

　

メ
ー
ル

　

ciikicare@tow
n.

　

m
iharu.fukushim

a.jp

野
球
体
験
会
の
お
知
ら
せ

　

三
春
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
で
は
、
こ
れ
か
ら
野
球
を
始
め
た

い
、
体
験
し
て
み
た
い
子
ど
も
達
を

対
象
に
次
の
と
お
り
野
球
体
験
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ

ン
イ
ー
グ
ル
ス
か
ら
２
名
の
プ
ロ

野
球
選
手
が
来
て
教
え
て
く
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◯
開
催
日
時

　

12
月
12
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

　
（
受
付
は
午
後
１
時
〜
１
時
50
分
）

◯
開
催
場
所

　

旧
桜
中
学
校
校
庭

　
（
雨
天
時
は
同
体
育
館
）

◯
参
加
対
象

　

町
内
の
年
長
か
ら
小
学
５
年
生

　

ま
で
の
男
子
・
女
子

◯
準
備
物

　

動
き
や
す
い
服
装
、上
履
き（
雨

　

天
時
）

　

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
　

さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

三
春
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

橋
本

　

☎
０
９
０
‐
６
２
２
５
‐
９
７
１
７

町
民
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

自
然
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
、

ス
キ
ー
の
基
本
的
な
技
術
と
マ

ナ
ー
を
習
得
し
て
楽
し
く
ゲ
レ
ン

デ
を
滑
り
ま
し
ょ
う
！

○
日
時

 

・
１
回
目

　

令
和
４
年
１
月
16
日（
日
）

 

・
２
回
目

　

令
和
４
年
２
月
20
日（
日
）

　

午
前
７
時
30
分
出
発
〜

　

午
後
４
時
30
分
帰
着
（
予
定
）

○
場
所

　

沼
尻
ス
キ
ー
場（
猪
苗
代
町
沼
尻
）

○
集
合
場
所

　

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場

○
対
象

　

三
春
町
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、

　

三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導

　

者
・
団
員

○
参
加
料

　

５
０
０
円
（
大
人
・
子
ど
も
同
額
）

　

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴　

　
　
（
同
伴
の
み
の
場
合
は
無
料
）

　

※
昼
食
代
・
レ
ン
タ
ル
料
金
・

　
　

リ
フ
ト
代
は
別
と
な
り
ま
す
。

○
募
集
人
員　
20
名

○
申
込
期
限

　

１
回
目

　
　

令
和
３
年
12
月
26
日（
日
）

　

２
回
目

　
　

令
和
４
年
２
月
6
日（
日
）ま
で

　

※
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　

休
館
日
を
除
く

　

※
先
着
順
と
し
、
定
員
に
な
り

　
　

次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

○
申
込
方
法

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
備
え

　

付
け
の
参
加
申
込
書
に
必
要
事

　

項
を
記
入
し
、
参
加
料
お
よ
び

　

レ
ン
タ
ル
料
等
を
添
え
て
、
三

　

春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
へ
お
申

　

込
み
く
だ
さ
い
。

○
主
催

　

三
春
町
教
育
委
員
会
、
三
春
交

　

流
館
、
三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

○
感
染
症
対
策

　

申
込
用
紙
裏
面
の
感
染
症
対
策

募　

集

　

に
ご
留
意
の
う
え
、感
染
症
対

　

策
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

▼
問
・
申
込

　

生
涯
学
習
課

　

社
会
体
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
８
３
７

南
町
高
齢
者
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
で
は
、
南
町
高
齢
者
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

◯
募
集
戸
数
お
よ
び
家
賃
な
ど

◯
入
居
資
格

　

次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方

　

①
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

　
　

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　

②
60
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　

③
日
常
生
活
を
自
立
し
て
営
め
る

　
　

程
度
の
健
康
状
態
で
あ
る
こ
と
。

　

④
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

　
　

る
こ
と
に
よ
り
前
記
③
の
状

　
　

態
と
同
程
度
の
生
活
が
で
き

　
　

る
こ
と
。（
※
要
介
護
認
定

　
　

者
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

暮
ら
し

規　格 募集戸数 面  積 家賃（月額）

共益費1

Cタイプ
単身世帯用
（和室）

無

1戸
（105号室） １ＤＫ

41.55㎡
13,400～
26,400円

5,000円 約1,000円

Dタイプ
単身世帯用
（洋室）

1戸
（103号室）

共益費２ 駐車場

メール
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町
営
住
宅（
公
営
住
宅
）入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
（
公
営
住
宅
）
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

家
賃
は
、
町
営
住
宅
入
居
資
格
所

得
基
準
に
よ
り
ま
す
。

　

敷
金
は
、家
賃
の
３
か
月
分
で

す
。
入
居
の
際
は
連
帯
保
証
人
が

必
要
で
す
。

　

家
賃
と
は
別
に
、
共
益
費
、
組

費
な
ど
は
入
居
者
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

○
募
集
す
る
団
地

　
公
営
住
宅

○
入
居
資
格

　
（
１
）同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
・

　
　
　

内
縁
を
含
む
）
が
あ
る
こ

　
　
　

と
。（
単
身
で
申
込
で
き
る

　
　
　

例
外
有
り
）

　
（
２
）住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

　
　
　

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
（
３
）町
民
税
、
固
定
資
産
税
、

　
　
　

国
民
健
康
保
険
税
、
軽
自

　
　
　

動
車
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
　
　

こ
と
。

　
（
４
）世
帯
の
所
得
額
が
基
準
内

　
　
　

で
あ
る
こ
と
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

入
会
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
に
関
す
る
説
明
会
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
会
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

◯
日
時

　

12
月
15
日
（
水
）

　

午
前
10
時
か
ら
（
１
時
間
程
度
）

◯
場
所

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◯
入
会
資
格

　

三
春
町
に
在
住
で
60
歳
以
上
の

　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
な

　

ら
ど
な
た
で
も
加
入
い
た
だ
け

　

ま
す
。

◯
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
扱

　
う
仕
事
（
例
）

　

施
設
の
清
掃
管
理
、
除
草
、
墓
地

　

清
掃
、
障
子
・
網
戸
の
張
替
え
、

　

手
工
芸
品
（
竹
細
工
、
木
工
品
、

　

手
芸
品
）
の
制
作
販
売
な
ど

▼
問

　

三
春
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
（
三
春
町
字
南
町
21
‐
１
）

　

☎
62
‐
７
３
０
８

団地名/構造・建築年 所在地・家賃

間取り 募集戸数駐車場

駅南ヶ丘団地　55号棟
（中耐4階建・S55年）

所在地：八島台五丁目1-3
家賃：14,500円～28,600円

3DK 無 1戸
（2階215号室）

　

・
公
営
住
宅

　
　
（
ア
）一
般
世
帯　

月
額
所
得

　
　
　
　

が
１
５
８
，０
０
０
円

　
　
　
　

以
下

　
　
（
イ
）高
齢
者
、障
が
い
者
等
、

　
　
　
　

小
学
校
就
学
前
の
子
供

　
　
　
　

が
い
る
世
帯 

月
額
所
得

　
　
　
　

が
２
１
４
，０
０
０
円

　
　
　
　

以
下

　
（
５
）入
居
申
込
者
お
よ
び
同
居

　
　
　

し
よ
う
と
す
る
親
族
が
暴

　
　
　

力
団
員
で
な
い
こ
と
。

○
注
意
事
項

　
（
１
）住
宅
等
を
所
有
し
て
い
る

　
　
　

方
は
原
則
申
込
で
き
ま

　
　
　

せ
ん
。

　
（
２
）離
婚
が
成
立
し
て
い
な
い

　
　
　

配
偶
者
と
別
居
し
て
の
申

　
　
　

込
は
原
則
認
め
て
お
り
ま

　
　
　

せ
ん
。

　
（
３
）単
身
赴
任
に
よ
る
別
居
は

　
　
　

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
と
は

　
　
　

言
え
な
い
た
め
申
込
で
き

　
　
　

ま
せ
ん
。

○
申
込
方
法

　

建
設
課
建
築
グ
ル
ー
プ
に
備
え

　

付
け
の
申
込
書
を
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

　

郵
送
や
電
話
で
の
申
込
や
申
込

　

物
件
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
募
集
期
間

　

12
月
13
日（
月
）〜
12
月
17
日（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

○
提
出
書
類

　

入
居
申
込
書
に
添
付
す
る
書
類

　

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
１
）最
新
の
所
得
証
明
書
（
マ

　
　
　

イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
に
よ
っ

　
　
　

て
省
略
で
き
る
場
合
が
あ

　
　
　

り
ま
す
。）

　
（
２
）市
町
村
税
を
完
納
し
て
い

　
　
　

る
こ
と
を
証
す
る
書
類　

　
　
　
（
市
町
村
長
等
が
発
行
す

　
　
　

る
納
税
証
明
書
）

　
（
３
）入
居
者
全
員
の
住
民
票

○
選
考
方
法

　

入
居
の
申
込
を
受
理
し
た
件
数

　

が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
に

　

つ
い
て
は
、
町
営
住
宅
入
居
者

　

選
考
委
員
会
を
開
催
し
、
入
居

　

者
を
決
定
し
ま
す
。

○
入
居
予
定
時
期

　

令
和
４
年
１
月
中
旬

▼
問
・
申
込

　

建
設
課　

建
築
グ
ル
ー
プ

　
（
役
場
庁
舎
３
階
）

　

☎
62
‐
２
１
１
３

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

現
在
の
各
委
員
が
、
令
和
４
年

３
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
４
月
か
ら
活
動
で
き
る
各
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

◎
共
通

○
募
集
人
数　
各
13
名

○
資
格

　

令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
で

　

20
歳
以
上
の
方

○
任
期

　

令
和
４
年
４
月
１
日
〜

　

令
和
７
年
３
月
31
日
（
３
年
間
）

○
応
募
期
限

　

12
月
27
日
（
月
）

○
応
募
方
法

　

推
薦
・
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

　

を
記
載
し
、
農
業
委
員
会
へ
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
町

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

広告欄
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ド
す
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た

　

だ
け
れ
ば
送
付
い
た
し
ま
す
。

○
そ
の
他

　

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

◎
農
業
委
員

○
選
任
方
法

　

農
業
委
員
応
募
者
評
価
委
員
会

　

に
お
い
て
、
候
補
者
の
評
価
・

　

決
定
を
行
い
、
町
議
会
の
同
意

　

を
得
て
任
命
し
ま
す
。

○
主
な
業
務

 

・
総
会
議
案
の
審
議
、
現
地
調
査

 

・
農
地
利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ

　

ト
ロ
ー
ル
）

 

・
農
業
者
年
金
加
入
、
農
業
新
聞

　

購
読
の
推
進

 

・
各
種
会
議
、
研
修
会
へ
の
参
加

な
ど

◎
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

○
選
任
方
法

　

農
業
委
員
会
が
、
農
地
利
用
最

　

適
化
推
進
委
員
の
候
補
者
の
選

　

考
・
決
定
を
行
い
、
委
嘱
し
ま
す
。

○
主
な
業
務

 

・
集
落
座
談
会
話
し
合
い
の
場
の

　

設
定

 

・
農
地
利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ

　

ト
ロ
ー
ル
）

 

・
新
規
就
農
の
促
進
、
企
業
参
入

　

の
推
進

 

・
各
種
会
議
、
研
修
会
へ
の
参
加

　

な
ど

▼
問･

申
込

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
62
‐
２
１
１
２

募　

集

農
業
の
営
農
管
理
能
力
向
上
研
修

の
お
知
ら
せ

　

田
村
普
及
所
で
は
、
農
業
の
経

営
管
理
向
上
の
研
修
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

○
開
催
日
時

※
２
は
初
心
者
コ
ー
ス
か
実
践
者

　

コ
ー
ス
か
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
。

○
対
象
者

　

新
規
就
農
者
、
新
規
就
農
希
望

　

者
、
白
色
申
告
者
、
認
定
農
業

　

者　

等

○
場
所

　

福
島
県
三
春
合
同
庁
舎　

２
階

　

大
会
議
室

　
（
三
春
町
大
字
熊
耳
字
下
荒
井

　

１
７
６
‐
５（
田
村
警
察
署
隣
り
））

○
費
用　
無
料

○
申
込
方
法

　

準
備
の
都
合
上
、
各
講
座
の
開

　

催
日
の
７
日
前
ま
で
に
担
当
ま

　

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

講
座
２
は
パ
ソ
コ
ン
持
参
で
、

　

両
日
受
講
で
き
る
方
に
限
り
ま

　

す
。

○
そ
の
他

（
１
）受
講
の
際
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　
　

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

　
　

め
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指

　
　

の
消
毒
等
に
ご
協
力
く
だ
さ

　
　

い
。
な
お
、
当
日
発
熱
等
の

　
　

症
状
が
あ
る
場
合
は
、
受
講

　
　

を
お
断
り
し
ま
す
。

（
２
）受
講
に
必
要
な
筆
記
用
具
や

　
　

電
卓
は
各
自
で
準
備
し
て
く

　
　

だ
さ
い
。

（
３
）昼
食
は
各
自
で
対
応
し
て
く

　
　

だ
さ
い
（
持
参
し
て
庁
舎
内

　
　

で
飲
食
す
る
こ
と
は
可
能
で

　
　

す
）。

▼
問

　

福
島
県
県
中
農
林
事
務
所

　

田
村
普
及
所

　

☎
62
‐
３
１
１
３

　

産
業
課　

農
林
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
１
２

講座名
税と複式農業
簿記の基礎を
学ぼう！

パソコン
農業簿記
について
学ぼう！

12月3日（金）
午前9時30分～
午後4時30分

12月10日（金）
午前10時～正午

12月8日（水）
午後1時30分～４時30分
および　12月9日（木）
午前10時～午後4時

①収入保険制度
②新規就農に係る税務申告、青色
　申告制度と手続き　等
③複式簿記の原理、問題演習　等
農業簿記ソフト（ソリマチ農業簿記11）
の基本的な使い方、初期設定、記帳の
実務、決算処理　等

農業簿記ソフト（ソリマチ農業簿記11）
の実践的な使い方、個別相談対応

①福島県農業共済組合　職員
②③宗像住孝税理士事務所
　　　　　　　　宗像住孝氏

ソリマチ株式会社
門田　豊氏

1

2

開催日時 内　　容 講　　師

初
心
者

コ
ー
ス
実
践
者

コ
ー
ス

に
こ
に
こ
元
気
塾

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
は
運
動
、
栄

養
、
口
腔
を
中
心
と
し
た
介
護
予

防
教
室
で
す
。

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
で
、地
域
の

仲
間
と
一
緒
に
健
康
貯
筋
し
ま

し
ょ
う
!!

【 

開
催
日
一
覧 

】

※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、

　

検
温
な
ど
を
行
い
な
が
ら
元
気

　

に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
会
場
２
班
体
制
で
の

　

実
施
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
問

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
62
‐
３
９
５
０

火

水
木
金

岩　江
要　田
中　妻
三　春
沢　石
御木沢
中　郷

岩江防災コミュニティーセンター
要田交流館大平荘
中妻地区公民館
三春町保健センター
八島台集会所
沢石会館
御木沢地区公民館
中郷地区交流館

曜日 地区 会　場 12月の開催日
６、13、20、27

2、9、16、23

７、14、21、28

1、8、15、22

3、10、17、24

健　
康

健　

康

広告欄
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～三春町介護保険要介護認定を受けている方へ～
『介護保険　障害者控除対象者認定書』について
　要介護認定者を対象に、障害者等に準ずる方で
あると町長が認める場合、所得税や個人住民税の
障害者控除の適用を受けるための『障害者控除対
象者認定書』を交付いたします。

○『障害者控除対象者認定書』は、税法上の申告に
　のみ有効です。
○三春町の介護保険被保険者で、三春町の申告会
　場で申告される方や、障害者手帳等で申告され
　る方等は、当該認定書は不要です。
※介護障害認定者の方が亡くなった場合は、亡く
　なった年の分まで控除が受けられます。
※基準日は 12月 31 日現在の状況で認定いたしま
　すが、年末調整等で早めに認定証が必要な場合
　は、介護保険グループに申し出てください。直
　近の内容で認定証を交付します。
　ただし、12月 31日現在の介護認定が変更され、
　障害者控除の区分が変わる場合は、再交付が必
　要です。

○認定書の申請方法　
　①申請者の印鑑、②窓口に来られる方の身分証明書（運転免許証、健康保険証など）を持参のうえ、
　　介護保険グループ窓口にて申請してください。
　　※郵送で申請する場合は、申請書に必要事項を記入、押印のうえ、②の身分証明書のコピーを添付し、
　　　下記までお送りください。なお併せて切手を貼った返信用封筒もお送りください。
◯申請先：〒 963-7759　福島県田村郡三春町字大町１番地の２
　　　　　三春町保健福祉課　介護保険グループ　宛
（参考）障害者控除一覧

※同居の特別障害者の方は、加算により、所得税で 75万円、住民税で 53万円が控除されます。
▼問　・認定書に関すること　　保健福祉課　介護保険グループ　☎ 62-3166　FAX62-0202
　　　・税の申告に関すること　税務会計課　課税グループ　　　☎ 62-8127　FAX62-5155

区　分
所得から控除される額 対　　象　　者（12月31日基準）

所得税 療育手帳 介護保険身体障害
者手帳

精神保健
福祉手帳

障害者
控　除 ３～６級 Ｂ ２～３級 認定書に記載27万円 26万円

住民税

特別障害者
控　除 40万円（75万円）※ 30万円（53万円）※ １～２級 Ａ １級 認定書に記載

12月31日現在（または亡くなった日）を基準として、原則65歳
以上で要介護認定を受けている方（以下「介護障害認定者」と
いう。）
①要介護１～３の方（ただし、要介護３で一定の要件を満た
　す方は、特別障害者控除が該当します。）
①要介護３のうち、要介護認定調査または医師の意見書に
　おいて、次のいずれかと判断された場合
　　障害老人の日常生活自立度がＢ１、Ｂ２、Ｃ１、Ｃ２、
　　認知老人の日常生活自立度がⅢa、Ⅲb、Ⅳ、Ｍ
②要介護４～５の方（※40歳から64歳までの方で、基準日
　時点で6か月以上寝たきりの状態の方は適用される場合
　があります。）
・介護障害認定者ご本人の申告をするとき。
・介護障害認定者を扶養し、扶養控除を受ける親族が申告するとき。
 （年末調整での申告も含みます。）
次の場合は、申告書に認定書を添付してください。
・税務署会場で申告する方や税務署へ郵便申告する場合。
・三春町以外の市区町村の会場で申告される場合。
・会社の年末調整で申告する場合。
・三春町の申告会場で申告される場合は、認定書の添付は不要です。
　（ただし、申告の際に税務担当者に申し出てください。）
・障害者手帳の交付を受けている方は、手帳により控除申告ができます。
　（ただし、障害者手帳より、要介護認定のほうが程度が重い場合は、介護
　障害者認定を優先できますので、認定証が必要な場合があります。）
・障害者控除の申告がなくとも非課税となる方。

控
除
区
分

申
告
の
し
か
た

障害者控除

特別障害者
控除

認定書の
対象者

申告者

認定書が
必要な方

認定書が
不要な方

広告欄



33
広報みはる
令和３年12月号

広報みはる
令和３年 12月号

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
は
、

下
の
Ｑ
Ｒ
を
読
み
取
っ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

広　
告　
欄

み
ん
な
の
掲
示
板

健　

康

今
か
ら
始
め
る
フ
レイ
ル
予
防

　

フ
レ
イ
ル
と
は
、
加
齢
と
と
も

に
体
や
心
の
は
た
ら
き
、
社
会
的

な
つ
な
が
り
が
弱
く
な
っ
た
状
態
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。
何
も
対
策
を

し
な
い
と
介
護
が
必
要
と
な
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
が
、
自
分

の
状
態
に
早
く
気
づ
き
対
策
を
す

る
こ
と
で
予
防
で
き
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
て
健
康
で

元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

◯
ま
ず
は
自
分
の
状
態
を
チ
ェ
ッ

　
ク
し
よ
う
！

　

１
つ
で
も
あ
て
は
ま
る
人
は
フ
レ

イ
ル
予
防
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
！
３

つ
以
上
あ
て
は
ま
る
場
合
は
す
で
に

フ
レ
イ
ル
状
態
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

健
康
・
栄
養
コ
ラ
ム

◯
フ
レ
イ
ル
予
防
の
食
事

　

①
１
日
３
食
は
基
本
！

　
　

主
食
、
主
菜
、
副
菜
が
揃
っ

　
　

た
食
事
を
意
識
し
ま
し
ょ
う

　

②
１
日
10
食
品
群
を
目
標
に
食

　
　

べ
ま
し
ょ
う

　
　

魚
、
油
、
肉
、
牛
乳
、
野
菜
、

　
　

海
藻
、
い
も
、
卵
、
大
豆
製

　
　

品
、
果
物　

　

③
毎
食
必
ず
た
ん
ぱ
く
質
を
食

　
　

べ
ま
し
ょ
う　

　
　

肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
製
品
の

　
　

い
ず
れ
か
を
使
っ
た
お
か
ず

　
　

を
１
品
い
れ
ま
し
ょ
う

　

保
健
福
祉
課
で
は
、
保
健
師
・

栄
養
士
に
よ
る
個
別
相
談
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問

　

保
健
福
祉
課

　

地
域
ケ
ア
推
進
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
５
１
１
０

　

℻
62
‐
０
２
０
２

　

季
節
や
日
常
会
話
の
手
話
を
ご

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
の
第
12
回
目

は
、「
ク
リ
ス
マ
ス
」「
大
掃
除
」

で
す
。
手
話
と
一
緒
に
、
口
も
大

き
く
動
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
広
報
み
は
る
」
で
紹
介
し
た
手

話
を
、
三
春
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
動
画
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ま
た

は
、「
三
春
町
」「
手
話
」
で
検
索
。

□６か月間で意図せず体重が 2kg以上減った

□ペットボトルのふたが開けにくくなった

□ここ２週間わけもなく疲れたような感じがする

□横断歩道を青信号の間に渡りきることが難しくなった

□ウォーキングなどの軽い運動や体操を週に１回もして
　いない

み
ん
な
の
掲
示
板

「クリスマス」
人
差
し
指
を
ク
ロ
ス
さ

せ
て
Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
の
エ
ッ

ク
ス
を
表
現
し
ま
す
。

次
に
、
両
手
で
「
ハ
」

の
形
を
作
っ
て
写
真
の

よ
う
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

表
現
し
ま
す
。

人
差
し
指
と
親
指
を
広

げ
て
内
側
か
ら
外
側
に

動
か
し
て
大
き
い
の
意

味
を
表
し
ま
す
。　

次
に
、
ほ
う
き
で
掃
く

仕
草
で
「
掃
除
」
を
表

し
ま
す
。

「大掃除」の「掃除」 「大掃除」の「大」

広告欄
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12月の行事カレンダー

◆ カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されているページ数です。
　 各行事の詳細については、該当ページをご覧ください。
◆ 施設の休館日は19ページに掲載しています。

日 月 火 水 木 金 土

1514 16 17 1812 13

19 20 2221 23 24 25

27 28 29 30 3126

6 87 9 10 115

4321

お誕生会
（11時30分～・子育
て支援センター）21

22子育て相談日

22子育て相談日

213歳 6か月児健康診査
21

1歳6か月児健康診査

21

たのしいせいさく
（子育て支援センター）3～4か月児健康診査 21

ままカフェみはる
（10時～11時30分・
保健センター）22

のびのびの日
（10時～正午・子育て
支援センター）

おはなし “あのね ”
（11時30分～・子育
て支援センター）21

23議会定例会
12月会議
（～7日予定）

議会定例会12
月会議一般質問
（10時・議場）

23

21

こころの健康相談会 35

21

おやこ運動あそび
教室（10時15分～
11時30分・子育て
支援センター）

21

出前おはなし会
（11時～11時15分・
子育て支援センター）

心配ごと相談 35

35人権相談・行政相談
35心配ごと相談

35心配ごと相談

21絵本とわらべ唄

料理教室
（午前10時～正午・
岩江センター調理
室・和室）21

理科クラブ
（三春小わんぱくク
ラブ室）21

広　
告　
欄

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団

　

大
越　

瑛
子
（
弓
町
）

　

國
分　

シ
ヅ
子
（
新
町
）

　

齋
藤　

キ
ミ
子
（
南
町
）

　

佐
久
間　

善
子
（
大
町
）

　

松
本　

い
み
子
（
下
舞
木
）

　

吉
田　

勝
子
（
御
免
町
）

【
ふ
る
さ
と
三
春
町
応
援
寄
附
金
】

・
細
田　

恵
子

　
（
埼
玉
県
鴻
巣
市
）

・
影
山　

武

　
（
千
葉
県
千
葉
市
）

・
和
田　

行
生

　
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

・
佐
藤　

敦
史

　
（
東
京
都
三
鷹
市
）

・
濱
田　

洋
一

　
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

【
三
春
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

▼
寄
附

▽
物
品

　
増
子　

忠
一
（
山
田
）

【
一
般
寄
附
】

▽
寄
附

 

・
影
山　

正
十

　
（
三
春
町
八
島
台
）

 

・
岩
江
ま
ち
づ
く
り
協
会

　

協
会
長　

佐
藤　

一
也

▽
物
品

 

・
株
式
会
社
さ
ん
は
る

　

代
表
取
締
役　
　

木　

浩
彰

　
（
郡
山
市
本
町
）

寄
附
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

し
て
い
た
だ
い
た
方
々

（
令
和
３
年
10
月
９
日
〜　
　

令
和
３
年
11
月
８
日
）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

三春町ホームページ広告主募集中！
　詳しくはお問い合わせいただくか、ホームページを
ご覧ください。

　▼ 広告掲載料　１か月につき１万円
　　 ※ 連続 12回　10万円
　▼ 問・申込
 　　総務課 文書情報グループ
 　　☎６２‐８１２５　ＦＡＸ６１‐１１１０
　　メール bunsho.j@town.miharu.fukushima.jp

広告欄



35
広報みはる
令和３年12月号

広報みはる
令和３年 12月号

納期限　　　　　

11月１日時点で
交通死亡事故ゼロ２，８３５日です。

人口・世帯数　 

12月 医療機関名 薬局名
○ 休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

田村地方夜間診療所
受診する際は、事前に必ず電話をしてから受診してください
☎0247-81-2233　FAX0247-72-8841

休日診療時間 午前９時～午後６時
（医療機関によっては午前９時～午後５時）

夜間・休日のお医者さん

５日（日）
12日（日）
19日（日）
26日（日）
29日（水）
30日（木）
31日（金）

矢吹医院
中央通りクリニックやない
島貫整形外科
東部台こどもクリニック
雷クリニック
船引クリニック
公立小野町地方綜合病院

1日（土）
2日（日）

三春病院
たむら市民病院

☎62-3015
☎81-2662
☎72-2722
☎81-2580
☎62-6333
☎82-0137
☎72-3181

1月 医療機関名 薬局名

☎82-1117
☎62-3131

コスモ調剤薬局中央通り

コスモ調剤薬局東部台
きよはし薬局駅前店
コスモ調剤薬局船引店
ふくだや薬局

さくら調剤薬局
共創未来船引薬局

急病時の問い合わせ先
日曜休日夜間当番医案内
 　☎024-933-4000（自動音声、24時間対応）
福島県こども救急電話相談
　 ☎#8000（固定電話アナログ回線の場合は、☎024-521-3790）
 　受付時間：午後7時から翌朝8時まで
※新型コロナウイルス感染症の症状が疑われる場合は、
　かかりつけ医、または以下の窓口にお電話ください。

1日（水）
2日（木）
3日（金）
6日（月）
7日（火）
8日（水）
9日（木）
10日（金）
13日（月）
14日（火）

15日（水）
16日（木）
17日（金）
20日（月）
21日（火）
22日（水）
23日（木）
24日（金）
27日（月）
28日（火）

清水医院
かとうの内科クリニック
東部台こどもクリニック
なごみファミリークリニック
三春病院
島貫整形外科
さとう耳鼻咽喉科クリニック
橋本医院
まつえ整形外科
秋元医院

青山医院
まつざき内科胃腸科クリニック
白岩医院
船引クリニック
のざわ内科クリニック
矢吹医院
遠藤医院
石塚医院
雷クリニック
のざわ内科クリニック

12月 12月当番医療機関 当番医療機関

受診・相談センター
☎０１２０－５６７－７４７
受付時間：２４時間（毎日）

マーク は、町営バスの運休日です。

町営バス運休カレンダー（12月）

【人権相談】

【行政相談】

【心配ごと相談】

【こころの健康相談会】

●●●今月の相談●●●

▼ 問　住民課　生活環境グループ
　　 　☎ 62-2147　FAX62-5155

〇町営バスをご利用の際は、お得な回数券・定期券
　をご利用ください。
　回数券はバス車内および役場窓口、定期券は役場
　窓口でそれぞれお買い求めいただけます。
※三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運行
　しています。
※岩江コースは週4日（月・火・木・金）運行し
　ています。
※スクール混乗コースおよび通勤コースを除く朝晩
　コース５路線は週５日（月～金）運行しています。

運休日：5・12・19・26・31 日
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地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

三春町内各小学校　「学び」を発信！
　10月と 11月は三春町内各小学校において、日頃の学習の成果を保護者の皆様や地域の皆様に見ていただく
学習発表会や授業参観などの様々な行事が開催されました。日頃の教科の学習をはじめ、「総合的な学習の時間」
に学習した成果の発表など、各小学校がそれぞれ特色を生かした幅広い「学び」の発信となりました。
　コロナ禍においても様々な対策を講じて一歩一歩前進する姿を見ていただく良い機会でした。

５学年は、運動会で保護者の皆様にご覧いただけなかっ
た盆太鼓を披露しました。たくさんの方に元気いっぱい
の演奏を見ていただきました。

２学年音楽劇「スイミー」の発表です。学年ブロック別
に３日間に分けてこれまでの学習の一端を保護者の皆様
に見ていただきました。

三春小学校『第３回参観』10月 29 日 岩江小学校『スリーデイズフェスタ』10月19・20・22日

４学年「水の未来～考えようSDGs～」の発表です。各学年
の発表を映像化して各家庭に配布しご家族で見ていただきま
す。校舎内外での撮影に発表の新たな可能性も見えてきました。

コロナ禍の中でも全員が毎朝校庭を走り続けました。当
日はたくさんの保護者や地域の方々が来校してください
ました。１年生女子児童が校内新記録を樹立しました。

御木沢小学校『ふれあい発表会』10月 23日 中妻小学校『校内マラソン大会』10月15日

６学年総合「2035 年そのときぼくらは！」キャリア学
習の学びをもとに自分たちの「将来の夢」を劇にまとめ
ました。未来に向かって GO！

３・４学年「サワイシピック 2021」アーティスティッ
クなわとび満点！シンクロマット満点！跳び箱満点！お
笑い満点！元気いっぱいの真剣集中演技でした。

中郷小学校『かがやけ！さくらっ子まつり』10月 23日 沢石小学校『カルチャーフェスタ』11月 6日

と行く！と行く！と行く！
斎藤地区（仁井道）
　クリスマスに向けてイチゴを栽培をしています！
　12月10日頃から摘み取りを行うとのことで、赤くなる前のイチゴを撮影してきました。
　クリスマスに向けて、赤くなっていくのが楽しみですね♪
鷹巣地区（瀬山）
　王林やサンフジなどのりんごを栽培しています！
　冬にかけて町内のおいしいりんごが食べられそうです♪

斎藤地斎藤地


